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第４６３回（定例）福崎町議会会議録  

平成２７年９月４日（金） 

午前９時３０分  開  会 

 

  １．平成２７年９月４日、第４６３回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。  

 

  １．出席議員     １３名  

      １番  宮 内 富 夫       ８番   木 村 いづみ  

      ２番                ９番   石 野 光  市  

      ３番  牛 尾 雅 一      １０番   小 林   博  

      ４番  志 水 正 幸      １１番   冨 田 昭  市  

      ５番  松 岡 秀 人      １２番   釜 坂 道  弘  

      ６番  城 谷 英 之      １３番   高 井 國  年  

      ７番  北 山 孝 彦      １４番   難 波 靖  通  

 

  １．欠席議員（な  し）  

 

  １．事務局より出席した職員  

    事 務 局 長  大 塚 謙 一  主       査  佐  野 允  保 

 

  １．説明のため出席した職員  

    町 長  嶋 田 正 義  副 町 長          

    教 育 長  髙 寄 十 郎  技 監  松 尾  成 史  

    会 計 管 理 者  萩 原 昌 美  総 務 課 長  尾 﨑  吉 晴  

    企 画 財 政 課 長  福 永   聡  税 務 課 長  尾 﨑  俊 也  

    地 域 振 興 課 長  近 藤 博 之  住 民 生 活 課 長  谷 岡  周 和  

    健 康 福 祉 課 長  三 木 雅 人  農 林 振 興 課 長  松 岡  伸 泰  

    ま ち づ く り 課 長  豊 國 明 仁  上 下 水 道 課 長  松 田  清 彦  

    社 会 教 育 課 長  山 下 健 介  学 校 教 育 課 長  山 本  欽 也  

 

    代 表 監 査 委 員   高 寄 辰 則  

 

  １．議事日程  

    第 １ 会議録署名議員の指名  

    第 ２ 会期の決定  

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第１０号  第２６期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について  

    第 ５ 報告第１１号  平成２６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい  

               て  

    第 ６ 報告第１２号  議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ７ 報告第１３号  議会の委任による専決処分の報告について（川端雨水幹線工  

               事（第２工区）  

    第 ８ 報告第１４号  議会の委任による専決処分の報告について（福崎工業団地下  

               水道面整備工事（第１工区））  

    第 ９ 議案第５５号  教育委員会委員の任命について  
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    第１０ 議案第５６号  平成２６年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定について  

    第１１ 議案第５７号  平成２６年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算  

               認定について  

    第１２ 議案第５８号  平成２６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決  

               算認定について  

    第１３ 議案第５９号  平成２６年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定  

               について  

    第１４ 議案第６０号  平成２６年度福崎町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算  

               認定について  

    第１５ 議案第６１号  平成２６年度福崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認  

               定について  

    第１６ 議案第６２号  平成２６年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定について  

    第１７ 議案第６３号  平成２６年度福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認定に  

               ついて  

    第１８ 議案第６４号  平成２６年度福崎町水道事業剰余金処分について  

    第１９ 議案第６５号  福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例について  

    第２０ 議案第６６号  福崎町手数料条例の一部を改正する条例について  

    第２１ 議案第６７号  平成２７年度福崎町一般会計補正予算（第２号）について  

    第２２ 議案第６８号  平成２７年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第  

               １号）について  

    第２３ 議案第６９号  平成２７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算  

               （第１号）について  

    第２４ 議案第７０号  平成２７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１  

               号）について  

    第２５ 議案第７１号  工事請負契約について（香福橋橋梁補修工事）  

    第２６ 発議第 ３号 福崎町議会議員政治倫理条例の制定について  

    第２７ 発議第 ４号 福崎町議会会議規則の一部を改正する規則について  

    第２８ 請願第 ２号 「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の創設と  

               身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準緩和を  

               求める意見書」の提出を求める請願  

 

  １．本日の会議に付した事件  

    第 １ 会議録署名議員の指名  

    第 ２ 会期の決定  

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第１０号  第２６期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について  

    第 ５ 報告第１１号  平成２６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい  

               て  

    第 ６ 報告第１２号  議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ７ 報告第１３号  議会の委任による専決処分の報告について（川端雨水幹線工  

               事（第２工区）  

    第 ８ 報告第１４号  議会の委任による専決処分の報告について（福崎工業団地下  

               水道面整備工事（第１工区））  

    第 ９ 議案第５５号  教育委員会委員の任命について  

    第１０ 議案第５６号  平成２６年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定について  
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    第１１ 議案第５７号  平成２６年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算  

               認定について  

    第１２ 議案第５８号  平成２６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決  

               算認定について  

    第１３ 議案第５９号  平成２６年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定  

               について  

    第１４ 議案第６０号  平成２６年度福崎町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算  

               認定について  

    第１５ 議案第６１号  平成２６年度福崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認  

               定について  

    第１６ 議案第６２号  平成２６年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定について  

    第１７ 議案第６３号  平成２６年度福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認定に  

               ついて  

    第１８ 議案第６４号 平成２６年度福崎町水道事業剰余金処分について  

    第１９ 議案第６５号  福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例について  

    第２０ 議案第６６号  福崎町手数料条例の一部を改正する条例について  

    第２１ 議案第６７号  平成２７年度福崎町一般会計補正予算（第２号）について  

    第２２ 議案第６８号  平成２７年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第  

               １号）について  

    第２３ 議案第６９号  平成２７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算  

               （第１号）について  

    第２４ 議案第７０号  平成２７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１  

               号）について  

    第２５ 議案第７１号  工事請負契約について（香福橋橋梁補修工事）  

    第２６ 発議第 ３号 福崎町議会議員政治倫理条例の制定について  

    第２７ 発議第 ４号 福崎町議会会議規則の一部を改正する規則について  

    第２８ 請願第 ２号 「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の創設と  

               身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準緩和を 

               求める意見書」の提出を求める請願  

 

  １．開会及び開議  

 

議    長  皆さん、おはようございます。  

       議員の皆様におかれましては、早朝からご参集いただき、まことにありがとう

ございます。  

       第４６３回福崎町議会定例会の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

       ことしの夏は本当に暑い日が続きました。福崎町では兵庫県内で唯一最高気温

が３５度以上の猛暑が１２日間も続き、７月、８月の平均気温は３１．９度Ｃ

で、兵庫県で１番暑い町となりました。  

       ９月の声を聞き、ようやく厳しかった夏の日差しも秋風とともに和らいでまい

りました。まだまだ気候変動は予想されますが、健康には十分留意をしていた

だきたいと思います。  

       本日はご健勝にてご参集賜り、ありがとうございます。  

       さて、本定例会に提案されます案件は、報告第１０号から報告第１４号までの

５件、議案第５５号から議案第７１号までの１７件、委員会提案議案２件、議
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員提案の請願１件の合計２５件でございます。  

       いずれも重要な案件でありますので、慎重に審議をいただき、また、議事の円

滑なる運営につきましても、格別のご協力をお願いいたします。  

       ただいまの出席議員数は、１３名でございます。定数に達しております。  

       よって、第４６３回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。  

       また、総務課及び議会事務局から写真撮影の申し出が出ておりますので、撮影

を許可しております。  

       ただいまから、第４６３回福崎町議会定例会を開会いたします。  

       これより本日の日程に入ります。  

       本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。  

 

日程第１ 会議録署名議員の指名  

 

議    長  日程第１は会議録署名議員の指名であります。  

       会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条の規定により議長が指名をいた

します。  

       ３番、牛尾雅一議員  

       ９番、石野光市議員  

       以上の両議員にお願いをいたします。  

 

日程第２ 会期の決定  

 

議    長  日程第２は、会期の決定であります。  

       会期の決定の件を議題といたします。  

       去る８月２８日、議会運営委員会を開いて検討をお願いいたしましたところ、

既に皆様のお手元に配付しております日程表案のとおり、本日から９月２９日ま

での２６日間としたいと思いますが、ご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       よって、会期は本日から９月２９日までの２６日間といたします。  

 

日程第３ 諸報告  

 

議    長  日程第３は、諸報告であります。  

       ６月２４日の第４６２回定例会閉会後、本日までの議会活動報告について、事

務局に報告をさせます。  

事 務 局 議会活動報告をいたします。  

       報告の内容につきましては、主なものを申し上げます。  

       ６月２７日、福崎小学校において、福崎町子ども会球技大会が開かれ、議長が

出席いたしました。  

       ６月２８日、川辺小学校において、第５回神崎郡消防操法大会が開催され、議

長及び民生まちづくり常任委員長が出席いたしました。  

       ７月７日、エルデホールにおいて、社会を明るくする運動神崎郡住民大会が開

催され、議長ほか議員多数が出席いたしました。  

       ７月１３日及び１４日、ホテル北野プラザ六甲荘において、兵庫県町議会議長

会主催の議長研究会が行われ、議長が出席いたしました。  
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       ７月２６日、市川町文化センターにおいて、市川町町制６０周年記念式典が開

催され、議長が出席いたしました。  

       ８月１日、エルデホールにおいて、第３６回山桃忌が開催され、議長及び議員

多数が出席いたしました。  

       ８月２８日、神河町大河内保健福祉センターにおいて、播磨中部高原森林基幹

道推進協議会定期総会が開催され、議長及び民生まちづくり常任委員長が出席い

たしました。  

       その他の議会活動報告は、お手元に配付の報告書のとおりです。  

       以上です。  

議    長  また、例月出納検査の報告書及び陳情書が議長宛に提出されており、その写し

を配付しております。  

       続いて、町長からの申し出により行政報告を行います。  

総 務 課 長 各課からの行政報告をさせていただきます。  

       総務課からです。平成２７年度職員採用試験の申込状況ですが、一般行政職は

８２人、一般行政職障害のある方は１２人、保健師は５人、土木職は２人、保育

教諭は１４人の申し込みがありました。１次試験は今月２０日の日曜日に神戸医

療福祉大学で実施します。  

       次に、選挙管理事務についてですが、選挙人名簿の定時登録者数は９月１日の

基準日現在、男子７，３９７人、女子８，１０９人、計１万５，５０６人となり、

前回の６月基準日より１６人の減となっています。  

       企画財政課です。福崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定については、

総合戦略推進会議を開催し、福崎町の人口維持、地域の活性化について検討を進

めています。  

       日本年金機構の情報流出問題を受け、マイナンバー制度での情報漏えいを防ぐ

ため、庁内ネットワークのセキュリティ強化に取り組みます。  

       国勢調査については、９月１日に調査員に対し説明会を開催しました。初めて

の試みとして、９月１０日から９月２０日まで、パソコンなどからインターネッ

トによる回答ができるようになりました。インターネットでの回答がなかった世

帯には、紙での調査を１０月１日から実施します。  

       税務課においては、平成２７年度町税等の納税通知書及び介護保険料納入通知

書を６月１６日に、後期高齢者医療保険料の納入通知書は７月１６日に発送しま

した。  

       また、固定資産評価台帳の縦覧を４月１日から６月３０日で行い、縦覧、閲覧

件数は法人３５件、個人４８件、計８３件ありました。なお、評価額に対する異

議申立はございませんでした。  

       また、滞納整理対策委員会では、債権管理条例に基づき、税・使用料等の債権

管理台帳を作成し、情報の共有化を図るとともに、２７年度徴収計画に基づき、

関係課と連携しながら徴収に取り組んでまいります。  

       地域振興課です。第４２回福崎夏まつりは、８月９日に福崎東中学校校庭で実

施しました。総おどりでは町内企業や各種団体に加えて、新たな事業所からも連

を組んでいただき、大きなおどりの輪ができました。総おどりの後は企業協賛に

よる打ち上げ花火で、夏の夜の癒しのひとときを楽しんでいただきました。町内

の事業所を初め、協賛金をいただきました多くの方々に、この場をおかりしてお

礼を申し上げます。  

       平成２６年度の地域住民生活等緊急支援交付金を活用した施策として、商業振

興協同組合による買い物ポイント事業、フクちゃんサキちゃんポイントカードが
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６月１５日から７月３１日の間実施されました。また、福崎町商工会によるなっ

得商品券事業が８月１日から始まり、平成２８年１月末まで利用されます。なっ

得商品券は例年の倍額を発行しており、これらの事業による小規模事業者を中心

とした商業の活性化を期待しています。  

       住民生活課です。神崎郡消防操法大会について、６月２８日に市川町川辺小学

校において開催されました。小型動力ポンプの部で庄分団が優勝、福田分団が３

位というすばらしい成績をおさめました。  

       平成２７年度交通安全モデル地区について、本年度は田尻自治会を指定し、７

月１９日に田尻区の塞神社で交通安全祈願祭、８月１７日に交通安全教室を実施

しました。  

       当面の行事予定については、秋の全国交通安全運動が９月２１日から９月３０

日までの予定で実施されます。  

       健康福祉課です。７月１６日に第１回食育推進委員会を開催し、今年度事業に

ついての説明や関係機関、関係団体の取り組み状況について、報告を行いました。  

       子どもの肥満率が高いことから、今年度から新たに学童肥満予防教室、ヘルシ

ージャンプ教室を毎月開催しています。  

       また、１１月の福崎秋まつりには、食育推進月間事業として、キッチンスタジ

オやふるさと味自慢、ひみつのごちそう村などを実施します。  

       ９月は老人福祉月間で、各集落において数々の敬老行事を行っていただいてい

ます。町でも２日に老人芸能慰安会を開き、バルーンショー、漫才、そっくりシ

ョーでお楽しみいただきました。３日には最高齢者宅を訪問し、祝福させていた

だきました。  

       農林振興課です。７月１６日から１７日の台風１１号によって、町内の農地３

カ所、農業用施設８カ所、林業施設１カ所の合計１２カ所で災害が発生しました。

このうち農地１カ所と農業用施設１カ所について、災害復旧暫定法による国庫補

助事業の査定を１０月に受ける予定です。  

       平成２６年度に法制化された農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法

律、日本型直接支払制度に基づいて、農業者団体等から提出された事業計画は認

定され、交付申請に基づいて９月中に支払いが行われる予定です。今後、各農業

者団体において、計画に基づき事業が実施されます。  

       兵庫県では、荒廃が進む里山を災害から守るため、里山防災林整備事業につい

て、西谷地区で整備の実施、南大貫地区で測量が行われる予定です。また、人と

動物とのすみ分けを図るため、山林の見通しをよくする野生動物育成林整備事業

について、田口地区で整備の実施、亀坪地区で測量が行われる予定で、各地区に

おいて説明会を開催して、推進いたします。  

       まちづくり課です。福崎駅利用者の利便性向上と駅へのアクセス強化を目的と

して、駅前広場、アクセス道路、観光交流センターなどの整備を進めてまいりま

す。土地開発公社資金の活用、用地交渉事務の一部外部委託などを進め、関係者

の皆様のご協力のもと、用地買収の促進を図っています。  

       また、町道駅南幹線道路整備に支障となる交通広場の仮整備工事に着手いたし

ました。  

       福崎町橋梁長寿命化修繕計画に基づき、香福橋補修工事や橋梁の定期点検を実

施します。  

       内水対策事業では、イマ谷池雨水貯留施設改修工事を、また、高橋ハス池下流

水路の詳細設計を実施します。  

       ７月１６日から１７日の台風１１号により、町内の町道３カ所、河川１カ所の
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合計４カ所で土木災が発生しました。いずれの箇所も国庫補助対象にならないた

め、町単独費で対応いたします。  

       上下水道課では、下水道部門において工業団地面整備工事第１工区の大部分を

供用開始するとともに、第２工区の工事にも着手しています。また、川端雨水幹

線第２工区につきましても工事を完了し、福崎駅周辺整備と合わせた駅東雨水幹

線の整備に向けた検討を進めています。  

       水道部門では、福田水源地整備事業や工業団地の上水道、工業用水道、老朽管

更新工事が予定どおり進んでおり、今後も安全・安心な水道水を安定して供給す

るよう努めてまいります。  

       学校教育課です。田原小学校体育館建設は基礎工事が終わり、１階建屋の建設

に取りかかっています。小・中学校体育館非構造部材の耐震化については、つり

天井の解消、照明器具の落下防止、窓ガラスの飛散防止等の工事が完了しました。  

       運動会について、中学校の体育大会を９月１３日に、認定こども園と小学校の

合同運動会を９月２０日に、それぞれ小・中学校で開催します。  

       外国語指導助手として３年間勤務されたイギリスのベリティさんとの契約が満

了となったため、後任としてアメリカからキャスリン・ムラタさんが着任しまし

た。 

       社会教育課です。福崎町子ども会球技大会が６月２７日に福崎小学校で開催さ

れました。多くの応援の中で熱戦が繰り広げられ、ソフトボールは高岡子ども会

が優勝、西治・西谷子ども会が準優勝に、また、バレーボールは板坂・桜子ども

会が優勝、山崎子ども会が準優勝に輝きました。これらの４チームは７月１９日

に行われた神崎郡大会に出場し、ソフトボールで高岡子ども会が優勝、バレーボ

ールでは板坂・桜子ども会が優勝、山崎子ども会が準優勝の栄冠を手にしました。  

       第３６回山桃忌を８月１日、２日に開催しました。ことしは柳田國男生誕１４

０年の記念の年でもあり、「柳田國男と故郷７０年」をテーマに講演会、シンポ

ジウム、そして２日目は農村歌舞伎を上演し、多くの方に山桃忌を楽しんでいた

だきました。また、昨年度から取り組んでいます柳田國男検定は、ことし中級編

も実施し、多くの人に柳田國男を学んでいただく機会を提供できました。  

       自治会ソフトボール大会は、８月１８日から５日間の熱戦が繰り広げられ、優

勝は吉田自治会、準優勝は中島自治会で幕を閉じました。  

       図書館では恒例の行事となりましたキャンドルナイトを９月１８日の夕暮れか

ら開催いたします。  

       以上で、行政報告を終わらせていただきます。  

議    長  次は、議案の上程及び議案説明であります。  

       これより、報告第１０号、第２６期株式会社もちむぎ食品センター決算報告に

ついてから、請願第２号、「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の

創設と身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準の緩和を求める意見

書」の提出を求める請願まで、２５件を議題といたします。  

       これから、上程議案に対する町長の提案内容の説明を求めてまいります。  

町    長  第４６３回福崎町議会定例会を開きましたところ、ご出席をいただきまして、

ありがとうございます。  

       ことしの夏は大変暑い日が続きました。大型台風も何回となく発生しましたが、

幸い当地方に接近せず、大きな被害を生むことはありませんでした。  

       ６月議会からの政治・経済の動きは変化に富んでいました。経済的にはギリシ

ャや中国の国内状況が日本や世界に影響を及ぼしています。  

       ことしは、被爆７０年、敗戦７０年の年に当たり、戦後の日本を総括し、これ
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からの日本を考えるよい機会となりました。  

       中でも、安全保障関連法案が国会に提出され、この審議を通していろいろなこ

とがわかってまいりました。  

       党首討論において、ポツダム宣言についての応答がありましたが、この宣言に

対する理解と対処が総括するときに重要な鍵を握っていると思います。  

       第２次世界大戦は、日本がこの宣言を受諾することによって終戦となり、日本

と世界の歴史を方向づけるものとなりました。  

       安全保障関連法案を提出したグループを中心に、日本国憲法はＧＨＱによって

与えられ、押しつけられたものである。ゆえに自主憲法を制定し、個別的自衛権

はもちろん、集団的自衛権の発動ができる普通の国になる主張が示されました。  

       しかし、私はこれにくみする気持ちにはなれないのであります。  

       ８月１５日の終戦の日を中心にして、マスコミからいろいろな情報が流されま

した。これらの情報を取捨選択しながら、次のように私は理解しております。  

       日本国憲法草案はＧＨＱから提供されたものであること、しかし、そうせざる

を得なかった理由があったということです。  

       戦後日本が再出発するに当たって、新しい憲法を制定する必要がありました。  

       その憲法には当然のこととして、受諾したポツダム宣言の精神を盛り込んだ草

案をつくらなければならないはずであります。それにもかかわらず、こうした配

慮が欠けていたのでＧＨＱから草案が提出される結果となりました。  

       憲法も施行後約７０年が経過しようとしていますが、憲法を変えようと考える

人は、どの世論調査を見ても少数であります。もし、押しつけられたと思う人が

多数なら、このような結果にならないと思います。  

       憲法は戦争体験や戦後の生活を通して、日本国民の中にしっかりと生きている

のではないでしょうか。  

       次は、決算審査に当たっての私の思いであります。  

       私は約２０年間、憲法を暮らしの中に生かす目標を掲げて町政に携わってまい

りました。政治はそこに住む人々の願いに応えるものでなければならないと思っ

ております。  

       福崎町民の願いを  

       １、元気で各方面で活動でき、病気になったときはお医者さんに診てもらえる

こと 

       ２、働く場所があって、収入が保障され、そのお金を使って買い物やレジャー

が楽しめること  

       ３、いじめを受けず、差別されず、地域、職場、学校等で仲よく集団生活がで

きること  

       ４、自然的にも人的にも、よい環境の中で安心して生活ができること  

       の４点にまとめています。  

       この願いに総合的に応えている文書が日本国憲法だと思っております。  

       ところで、最近気になることがあります。一人一人の幸せを守ることよりも公

共を重視する風潮を広げようとする動きがあることです。民主主義よりも全体主

義を上に置こうとする動きです。そして、新自由主義の動きが大きな力を持って

いることです。  

       団体や組織が自由に活動するために、規制を少なくしようとする動きです。 

       これは「強いものが勝って当たり前、弱いものは淘汰されてもしかたがない」

という弱肉強食の世の中に進む危険性を持っています。  

       さらに、新自由主義と公共重視が重なり合って、いろいろな領域に影響を与え
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ていることに注意する必要があると思います。  

       決算審査に当たっては、町民の目線でしっかりと点検し、その教訓を来年度予

算や施策に生かしていくことが大切だと思っております。  

       これから提案議案の概要について、説明をいたします。  

       報告は第２６期株式会社もちむぎ食品センター決算報告についてなど５件です。  

       議案は合計１７件で、人事案件として教育委員の任命について１件、決算案件

は平成２６年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定についてなど８件であります。

このたび監査委員からの意見書をつけて、議会の認定を求めるものです。  

       条例案件は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の施行によるもので、福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例に

ついてなど２件です。  

       予算案は、平成２７年度一般会計補正予算（第２号）など、補正予算４件です。  

       一般会計補正予算（第２号）は、既定の総額にそれぞれ４，６６０万円を追加

し、歳入歳出総額を９６億９，８６０万円とするもので、主な歳出はマイナンバ

ー関係のシステム改修費、税還付事業などです。  

       その他の案件は、工事請負契約について、香福橋橋梁補修工事など２件です。  

       詳細説明は会計管理者及び担当課長が行いますので、よろしく審議をお願いし、

原案どおり議決くださいますよう、お願いを申し上げます。  

       以上でございます。  

議    長  町長から上程議案に対する概要の説明が終わりました。  

       これから議案番号順に、詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は

複数で説明を求める場合もございますので、あらかじめご承知をお願いいたしま

す。 

 

日程第４ 報告第１０号  第２６期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について  

 

議    長  日程第４、報告第１０号、第２６期株式会社もちむぎ食品センター決算報告に

ついてを議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

地域振興課長  報告第１０号、第２６期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について、ご

説明を申し上げます。  

       株式会社もちむぎ食品センターは、本町が２分の１以上を出資している法人で

あることから、地方自治法第２４３条の３、第２項の規定によりまして、その決

算及び事業計画について、報告をさせていただくものです。  

       まず、１ページの事業報告書で概要を申し上げます。  

       第２６期は河童による集客効果で個人観光客が増加したことで、売店、レスト

ランの売上が前期を上回りました。  

       また、株式会社もちむぎ食品センター経営検討委員会からの提言に沿った改善

を進め、経営の健全化に取り組みました。  

       以下、全般と部門ごとに概要報告を記載しておりますが、まず、今期取り組み

ました主な改善項目を申し上げますと、事業全般では麺の生産体制の工夫による

生産量の引き上げと製品在庫の圧縮、また、精麦の袋詰め作業を内製化いたしま

した。  

       ９月以降は営業時間を短縮、さらに１月以降は月曜日を完全休業とし、人件費

の抑制に取り組みました。  

       レストラン部門では、客席の回転率を上げるために、調理場、ホールの人員配
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置等を見直しいたしました。  

       売店部門では、販売商品の見直しと自社商品中心の店舗構成への変更、商品価

格の見直し、販売商品の工夫による団体客への対応の迅速化とともに、在庫管理

を徹底することにより発注ロスの改善を図りました。  

       通販部門では、送料無料とする基準を見直すことにより、平均購入単価がアッ

プいたしました。  

       麺製造部門では、従来の製造工程から、必要なときには製造量を引き上げる生

産方法に変更したことで、外注を減らしたことなどでございます。  

       また、組織活性化の面では、新しい常勤の取締役のもと、社員との話し合いを

十分に行い、意思の疎通を図るとともに、社員、パート従業員の待遇改善を行う

ことによって、モチベーションが向上し、よりよい結果につながったとのことで

ございます。  

       なお、この報告書に書いております前期比較と申しますのは、平成２５年４月

から２６年３月の１２カ月との比較でございますので、ご了承ください。  

       ３ページから５ページは決算書類でございます。  

       これらの様式につきましては、これまでの書式ではそれぞれの項目の動きがわ

かりづらいとの判断から、より期内での動きがわかりやすいこの様式に変更をし

ております。  

       ３ページは貸借対照表でございます。  

       前期繰越、期間の借方、貸方、当期残高を表記しております。現金預金は３，

４４０万６，２８８円で、前期より１，５３８万６，４０９円増加をしておりま

す。売掛金は３６１万９，９６７円で、２９４万５，４９５円減少、棚卸資産は

１，１１４万１，７８６円で１，１１８万２，２６７円の減少となっておりまし

て、流動資産合計では４，９２４万４，５８３円となりました。これらに固定資

産の２６２万３，５４５円を加えた資産合計は５，１８６万８，１２８円となっ

ております。  

       一方、負債は買掛金が３９２万３２６円、未払金や未払消費税等の流動負債が

６６７万４，７４０円、長期借入金が１億１，２００万円で、負債合計は１億２，

２５９万５，０６６円となっております。  

       純資産は、資本金が３，０００万円、当期純利益６００万７，２８４円を加え

た利益剰余金がマイナス１億７２万６，９３８円で、純資産合計はマイナス７，

０７２万６，９３８円となっております。  

       次の４ページは損益計算書でございます。  

       部門ごとの売上高合計は１億５，４６４万７０７円で、売上原価１億１３８万

１，５６３円及び販売管理費５，０９７万８，７４８円を差し引いた営業損益は

２２８万３９６円の黒字、雑収入の主なものは緊急雇用事業など町からの補助金

でありますが、これらを含めた営業損益は６１９万２，５７７円の黒字、法人税

等を差し引いた当期純損益は６００万７，２８４円の黒字となりました。  

       ４ページの右下から５ページにかけましては、製造原価の明細を記載しており

ます。また、６ページには監査報告を添付しておりますので、後ほどお目通しく

ださい。  

       ７ページからが、第２７期の実施計画書でございます。８ページをお開きくだ

さい。  

       第２７期の売上高は１億４，５００万円としまして、営業利益を第２６期実績

に近い２３０万円を見込んだ計画としております。  

       もち麦の原麦が不足している状況や営業担当を１人減らしたことなどを考慮い
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たしまして、売上高は低く設定した中で、委託販売方式の見直しや売店での販売

の工夫などにより利益を確保していくという計画としております。  

       以上、報告第１６号の説明とさせていただきます。よろしくお願い申し上げま

す。 

 

日程第 ５ 報告第１１号  平成２６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について  

 

議    長  日程第５、報告第１１号、平成２６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報

告についてを議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

企画財政課長  報告第１１号について、ご説明申し上げます。  

       この報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、平成２

６年度決算に基づく、健全化判断比率及び資金不足比率を監査委員の意見を付し

て、９月議会に報告させていただくものです。  

       意見書につきましては、議案書に添付しておりますので、ご参照願います。  

       それでは、議案の２ページ目をお開きください。  

       まず、健全化判断比率では、実質赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、

各会計において赤字額は発生しておりませんので、該当いたしません。  

       実質公債費比率は１１．９％、将来負担比率は１５３．４％です。それぞれの

指標における早期健全化基準並びに財政再生基準は、表にお示しをしているとお

りでございます。  

       報告第１１号資料に算定内訳等を添付しておりますので、資料に沿って補足説

明をさせていただきます。  

       まず、報告第１１号資料３ページをお開き願います。  

       実質赤字比率は左上の一般会計等が対象でありまして、実質収支額を標準財政

規模で除した、マイナス３．６２％となります。実質収支が黒字の場合はマイナ

ス表示となります。  

       次に、連結実質赤字比率は、一般会計等にその他の特別会計及び公営事業会計

の全ての特別会計を加えたものが対象でありまして、右下になりますが、全会計

における実質収支及び資金剰余額を標準財政規模で除した、マイナス１９．４

６％となります。  

       実質公債費比率につきましては、算定資料の４ページをお開き願います。  

       実質公債費比率の対象となる公債費等は、①の元利償還金の額から、⑦の一般

一時借入金の利子までの合計が該当いたしまして、⑧の特定財源から、⑭の密度

補正の準元利償還金の合計につきましては、特定財源や普通交付税算入分など、

公債費等から除外する要因となる項目でございます。  

       算定結果は中段の右寄りになりますが、平成２６年度単年比較では１２．５

０％と平成２５年度単年度に比べ０．６１％悪化、３年平均は１１．９％で、前

年度と比較して０．２％悪化しております。  

       悪化をいたしました要因としましては、対象となります公債費は④のうち公共

下水道への繰り出しが増加をいたしましたが、⑩のその対象公債費から控除され

る交付税算入額の増加幅が少なくなったため、分子が大きくなったこと、また、

分母となります標準財政規模である⑮、⑯、⑰の合計が小さくなったことが要因

でございます。  

       将来負担比率につきましては、資料５ページをごらんください。  

       対象となる将来負担額は、上段に記載をしております一般会計等の地方債現在
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高から退職手当負担見込額までの各項目で、合計は下段の算式中Ａ欄、２００億

４，５５０万６，０００円です。この将来負担額に対する充当可能財源等は中段

でお示ししておりますとおりで、合計は下段のＢ欄、１３６億３，８４７万７，

０００円、差し引き実質負担額は６４億７０２万９，０００円です。これを標準

財政規模から普通交付税に算入された公債費等を控除した４１億７，４０９万２，

０００円で除したものが、将来負担比率で、１５３．４％となります。前年度は

１２１．５％でありましたので、３１．９％悪化をしております。  

       悪化の要因につきましては、地方債現在高が６億３，１５３万９，０００円増

加したこと、公共下水道事業における地方債の償還のための一般会計からの繰り

入れである準元利償還金がふえたため、公営企業等繰入見込み額は増加し、将来

負担額は６億３，８２１万４，０００円の増となりました。  

       一方で、財政調整基金９，１００万円取り崩したことで、充当可能基金が減少

したことや、分子となる標準財政規模が縮小したことによるものでございます。  

       最後に、公営企業会計における資金不足比率等につきましては、資料６ページ

をごらんください。  

       資金不足剰余額につきましては、資料６ページの右から３列目の（８）の列に

なりますが、法適用企業会計の水道事業及び工業用水道事業は、流動資産から流

動負債を控除したものが資金剰余額ですが、いずれの会計も資金収支は黒字であ

り、資金不足は発生しておりません。  

       法非適用企業は、企業会計は公共下水道事業及び農業集落排水事業であります

が、いずれの会計も収入の不足額は一般会計から繰り出しをいたしますので、資

金不足額は発生いたしません。  

       以上が、各指標の概要であります。よろしくお願い申し上げます。  

 

日程第 ６ 報告第１２号  議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定め  

             和解すること）  

 

議    長  日程第６、報告第１２号、議会の委任による専決処分の報告について（損害賠

償の額を定め和解すること）を議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

農林振興課長  報告第１２号、議会の委任による専決処分の報告について説明いたします。損

害賠償の額を定め和解することであります。地方自治法第１８０条第１項の規定

及び議会の権限に属する事項中、町長が専決処分することができる事項の指定に

より、物損事故における損害賠償の額を定め和解することについて、次のとおり

専決処分を平成２７年６月２６日にしたため、地方自治法第１８０条第２項の規

定によりまして報告いたします。  

       事故の発生場所及び状況につきましては、説明資料をご参照ください。  

       事故発生日は平成２７年５月２１日木曜日、午後３時３０分ごろ、発生場所は

福崎町東田原３１番地先であります。相手方は福崎町〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇

氏であります。  

       概要は、道路右側の空き地に自動車を駐車しておりまして、後方未確認のまま

助手席側の搭乗者が助手席のドアを開けまして、後方から道路を走行してきた車

両の右側後部のドアに接触させまして、車体を損傷したものであります。  

       損害賠償額は１１万５４０円でありました。  

       以上、報告いたします。  
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        日程第 ７ 報告第１３号  議会の委任による専決処分の報告について（川  

              端雨水幹線工事（第２工区）について  

        日程第 ８ 報告第１４  議会の委任による専決処分の報告について（福崎  

              工業団地下水道面整備工事（第１工区））について  

 

議    長  次、日程第７、報告第１３号、議会の委任による専決処分の報告について（川

端雨水幹線工事（第２工区）及び日程第８、報告第１４、議会の委任による専決

処分の報告について（福崎工業団地下水道面整備工事（第１工区））を一括議題

といたします。  

       両議案に対する詳細なる説明を求めます。  

上下水道課長  報告第１３号、議会の委任による専決処分について、地方自治法第１８０条第

２項の規定により、報告させていただきます。  

       この報告は、川端雨水幹線工事（第２工区）について、設計図書と現場の相違

により工事内容の一部を変更し、請負者、藤澤工業株式会社と６月２６日付で工

事請負変更契約を締結したことによるものです。  

       工事請負額は変更前契約額７，８８４万円から３２６万３，７６０円を減額し、

変更後の請負金額を７，５５７万６，２４０円としたものです。  

       詳細については資料により説明をさせていただきます。  

       報告第１３号資料をごらんください。  

       平面図と、右下に変更した工事概要をお示ししております。  

       主な変更内容は、取り壊しを予定していた石積み水路が空練りであったため、

取り壊し工から掘削工に変更したこと等により、約２３０万円の減、畦畔やごみ

ステーションなど工事に起因する復旧工の追加で約１２５万円の増、交通誘導員

の減少により、約２２０万円の減となっています。  

       以上、報告第１３号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、報告第１４号、議会の委任による専決処分について、地方自治法

第１８０条第２項の規定により、報告させていただきます。  

       この報告は、福崎工業団地下水道面整備工事（第１工区）について、設計図書

と現場の相違により、工事内容の一部を変更し、請負者、株式会社ハマダと７月

７日付で工事請負変更契約を締結したことによるものです。  

       工事請負額は変更前契約額２億５５６万７２０円に２９５万８，１２０円を増

額し、変更後の請負金額を２億８５１万８，８４０円としたものです。  

       詳細については資料により説明をさせていただきます。  

       報告第１４号資料をごらんください。  

       平面図と、右下に変更した工事概要をお示ししております。  

       主な変更内容は、開削工や立坑工の現場において、多量に発生した地下水の水

替工の追加や、推進工の現場で発生した泥水処理の追加に、約３１５万円の増、

ます設置工の防護コンクリートの簡素化等により約１７０万円の減、マンホール

ポンプの土工において薬液注入や小口径推進工を追加したことにより、約１３０

万円の増となっています。  

       以上、報告第１４号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

 

日程第９  議案第５５号  教育委員会委員の任命について  

 

議    長  次、日程第９、議案第５５号、教育委員会委員の任命についてを議題といたし

ます。  
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       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

総 務 課 長 議案第５５号、教育委員会委員の任命について、ご説明申し上げます。  

       教育委員の任命は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により、町長が議会の同意を得て行います。  

       教育委員会は、教育長と４名の教育委員で組織されており、教育に関する事務

の管理、執行を行います。委員の任期は４年です。  

       現教育委員の石川治氏が、平成２７年９月３０日で任期満了となることから、

再任をお願いいたしたく、議会の同意を求めるものです。  

       それでは、石川治氏の経歴を紹介させていただきます。お手元の経歴書をごら

んください。  

       石川治氏は、昭和３３年生まれの５７歳、住所は福崎町福崎新２９５番地２、

昭和５６年３月に神戸学院大学法学部法律学科卒業、昭和５６年７月に社会福祉

法人姫路市社会福祉事業団に勤務され、平成２３年４月から勤務される施設の長

となり、現在に至っています。  

       平成１０年から平成１４年まで、福崎町消防団長として町民の安全・安心のた

めに精励いただきました。  

       平成１４年から平成１９年までの間では、２期にわたり福崎西中学校ＰＴＡ会

長を、また、中播磨地域教育推進委員の経験を生かした幅広い見識と保護者の視

点で福崎町教育の充実発展に積極的に取り組んでいただいております。  

       平成１３年から平成２７年までの１４年間、福崎町公害対策審議会委員として

環境面から住みよいまちづくりを推進していただきました。  

       これまでの経歴を通し、また、保護者やボランティアグループの代表としての

経験に裏打ちされた幅広い見識を生かし、福崎町教育の充実発展に積極的に取り

組んでいただいているところであります。  

       その行動力、実行力に大いなる信頼と期待を寄せており、誠実で人望も厚い人

柄からも、教育委員として適任であると確信しております。  

       審議の参考にしていただくために、議案第５５号資料に石川氏の「私の抱負」

をお示ししていますので、ご参照いただき、ご賛同いただきますよう、よろしく

お願いいたします。  

議    長  しばらく休憩をいたします。再開は１０時４０分といたします。  

◇ 

休憩 午前１０時２５分  

再開 午前１０時４０分  

◇ 

議    長  会議を再開いたします。  

 

日程第１０ 議案第５６号  平成２６年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定について  

日程第１１ 議案第５７号  平成２６年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定  

             について  

日程第１２ 議案第５８号  平成２６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認  

             定について  

日程第１３ 議案第５９号  平成２６年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ  

             いて  

日程第１４ 議案第６０号  平成２６年度福崎町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定  

             について  

日程第１５ 議案第６１号  平成２６年度福崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に  
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             ついて  

 

議    長  次、日程第１０、議案第５６号、平成２６年度福崎町一般会計歳入歳出決算認

定についてから、日程第１５、議案第６１号、平成２６年度福崎町公共下水道事

業特別会計歳入歳出決算認定についてまでの６件を一括議題といたします。  

       各議案に対する詳細なる説明を求めます。  

会 計 管 理 者 議案第５６号から議案第６１号までの６議案について、決算書及び議案説明

資料により、詳細説明をいたします。  

       まず、議案第５６号は地方自治法第２３３条第３項の規定により、一般会計歳

入歳出決算について、別紙監査委員の意見をつけ、議会の認定に付するものでご

ざいます。  

       決算書一般会計の２５４ページをお開きください。  

       ２５４ページは実質収支に関する調書です。  

       歳入総額８７億４，８６０万５，２１３円、歳出総額８５億５，２７６万７，

６３６円、差引額１億９，５８３万７，５７７円のうち、翌年度へ繰り越すべき

財源は、繰越明許費繰越額１，３１５万２，０００円で、実質収支額は１億８，

２６８万５，５７７円となり、２７年度へ繰り越します。  

       ２５５ページから２６１ページまでは、財産に関する調書で、公有財産、物品、

基金及び債券の保有内容をお示ししておりますので、お目通しをお願いします。

なお、基金の状況につきましては、後ほど説明をさせていただきます。  

       続いて、決算の概要を説明します。  

       議案第５６号資料１ページをお開きください。上から３行目をお願いします。  

       先ほど実質収支額は１億８，２６８万５，５７７円と説明しましたが、実質収

支額から前年度繰越金を控除し、財政調整基金取崩額などを含めた実質単年度収

支額は８，９９８万８，４３４円の赤字となりました。  

       歳入総額は８７億４，８６０万５，２１３円で、対前年度比１２億２，６０２

万９，９３３円、１６．３％の増となりました。  

       主な増減内容につきましては、歳入総額の３６．４％を占める町税は、アベノ

ミクス効果により法人税割は前年度と比較し、１８．９％の増となりましたが、

個人町民税所得割は１．７％の減となり、固定資産税の家屋につきましては、消

費税増税前の駆け込み需要の影響により３．８％の増、償却資産は企業の設備投

資や太陽光発電設備の設置により５．８％の増となりました。  

       特別土地保有税は滞納額が完納され、町税全体では９，９８８万３，８２４円、

３．２％の増となりました。  

       ２ページの地方譲与税、利子割交付金ともに４．０％の減、配当割交付金は平

成２６年１月１日から本則課税されたことにより８２．７％の増、株式等譲渡所

得割交付金は３７．８％の増、地方消費税交付金は税率改正等により１７．５％

の増、自動車取得税交付金は税率の改正、低公害車に係る取得税減税が実施され、

５６．５％の減、地方交付税は下水道事業の進捗に伴う下水道費や臨時財政対策

債償還金の交付税算入額の増により、基準財政需要額が増加し、一方、地方消費

税交付金の増により基準財政収入額も増加し、結果、普通交付税特別交付税合わ

せまして、５．１％の減となりました。  

       分担金及び負担金は、老人ホーム措置費負担金及び私立保育所負担金等の増に

より２．０％の増、使用料及び手数料はし尿くみ取り手数料及び幼稚園保育料等

の減により２．２％の減、国庫支出金は臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給

付金事業等の実施に伴い、２５．６％の増、県支出金は木造公共施設等整備事業
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補助金及び保育所緊急整備事業補助金の増により、７６．７％の増、財産収入は

土地売り払い収入の減により、７９．６％の減、寄附金は３２．２％の減、繰入

金は財政調整基金、福崎浄化センター環境整備基金及び地域の元気交付金基金等

の繰り入れにより、１５７４．１％の増、諸収入は中小企業振興資金融資預託金

収入の減により、２０．３％の減、町債は役場庁舎耐震、水道事業会計出資債、

多目的グランド整備に伴う町債の借入により、５７．３％の増となり、一般会計

全体では１６．３％の増となりました。  

       次に、３ページをお願いします。 

       歳出総額は８５億５，２７６万７，６３６円で、２５年度に比べ１２億１５８

６万３６７円、１６．６％の増、不用額は１億５，６６４万２，３６４円となり

ました。  

       議会費の支出済み額は１億１，５４７万４，５０２円です。議会費では、定例

会４回、臨時会２回が招集され、議案９８件、報告１７件等について、慎重に審

議され、適正妥当な結論を導き、議会の権能と責任を果たされました。  

       また、１１月には福崎町議会初の議会報告会及び意見交換会を開催し、議会の

活動状況や議会における審議状況を報告するとともに、参加者と町政の課題につ

いて意見を交換するなど、町民にわかりやすく開かれた議会活動に取り組まれま

した。  

       総務費の支出済み額は９億４，０７５万８，３９１円で、２５年度に比べ９，

５２０万２，２４２円の減となりました。一般管理費では、遠野市との友好都市

共同宣言の調印を行い、文化・教育・観光などの交流を推進し、友好のきずなを

さらに深めることとし、今後の末永い交流を誓いました。  

       東日本大震災被災地への職員派遣事業として、宮城県山元町へ職員１名を派遣

しました。  

       平成２２年度から設置した女性委員会を継続し、町政に対する意見や提言を積

極的に求めました。  

       文書広報費では、広報ふくさきの発行や、テレビ・ラジオ等の地域情報番組を

活用し、町内外への情報発信に努めました。  

       会計管理費では、町が支払った一部の報酬料金等について源泉徴収所得税の課

税漏れが発覚し、正確な徴収事務を行うため、姫路税務署職員による職員研修会

を開催するなど、再発防止に努めました。  

       財産管理費では、２５年度から繰り越した庁舎耐震改修工事を行い、庁舎の基

盤強化を図り、非常用電源を設置したことにより、有事の際の備えができました。  

       また、福崎町が保有する固定資産を整理するための固定資産台帳整理システム

を構築、高岡幼児園建設に伴う旧高岡幼稚園舎の解体工事、八千種幼児園の駐車

場整備に伴う旧八千種保育所解体工事等の町有財産の維持管理を行いました。  

       公有財産取得事業では、県営西治ほ場整備事業の整備区域内における河川用地

の仮精算金を支払い、大門福田線の雑種地を土地開発基金から買い戻しました。  

       企画費の第５次総合計画については、平成２６年１２月議会において議決され、

今後は進捗状況を管理し、本計画を着実に推進していくこととなりました。  

       また、平成２７年３月議会において、連携中枢都市圏形成に係る連携協約が議

決され、圏域の経済を活性化し、魅力を高め、住民が安心して快適に暮らすこと

ができる圏域づくりを目的とした取り組みを始めることとなりました。  

       ４ページをお願いします。  

       地域振興費では、参画と協働のまちづくりを進めるための自律（立）のまちづ

くり交付金事業、地域づくり推進事業、アドプト事業に取り組みました。自律
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（立）のまちづくり事業には３２自治会が取り組み、地域住民や企業等がボラン

ティア活動を通じて、道路や公園などの美化事業を行うアドプト事業については、

４団体による取り組みがなされました。  

       第４１回福崎夏まつりは、台風接近に伴い総おどりなどのイベントは中止し、

１，０００発の花火のみを打ち上げ、秋まつりを１１月２日、３日に、辻広場ま

つりを４月２６日に開催し、いずれも多くの参加者でにぎわい、参画と協働のま

ちづくりを推進することができました。  

       新規事業として、民俗学の父、柳田國男の生誕の町、福崎の魅力を全国に発信

する全国妖怪造形コンテスト事業を実施しました。  

       情報管理費では、平成２５年度から取り組みを始めた基幹系業務システムの入

れかえを終了し、新たに子ども・子育て支援システム、滞納整理システム、下水

道公営企業会計システムを導入しました。  

       交通対策費では、通学路危険箇所改善要望に基づき、標識、啓発看板、カーブ

ミラー等を設置し、交通安全対策に努め、２６年度は町内での交通死亡事故は発

生しませんでした。  

       徴税費では、口座振替制度を推進し、利用者は年々ふえ、４，２１６人となり

ました。滞納整理については、兵庫県からの個人住民税滞納整理回収チームの派

遣を受け、滞納処分を実施しました。滞納管理システムの導入により、滞納者情

報の把握や適正な時効管理を行い、債権管理に努めました。  

       戸籍住民基本台帳費では、２７年度から始まるマイナンバー制度に対応するた

めの住民基本台帳システムの改修を行いました。  

       選挙費では、２７年４月１２日に執行される兵庫県議会議員選挙の準備を行い、

衆議院解散による第４７回衆議院議員総選挙を１２月１４日に執行しました。  

       統計調査費では、農林業センサス、教育統計、工業統計を行いました。  

       監査委員費では、例月出納検査を１２日、決算審査、定期事務監査など、延べ

２１日間の検査、審査及び監査を行いました。  

       民生費の支出済み額は２６億２，６０５万２，５５０円で、２５年度に比べ、

３億２，５１７万１，４２２円の増となりました。  

       社会福祉総務費は、臨時福祉給付金の支給、民生委員、児童委員の活動補助、

社会福祉協議会への活動補助や事業委託、巡回バスの運行補助などを行いました。  

       社会福祉協議会では、平成２６年度から福崎町障害相談支援センター事業の委

託を受け、各種の相談業務や障害福祉サービスに係る利用計画の作成等を行いま

した。  

       ５ページをお願いします。  

       巡回バスは、まちなか地区を定時定路線型運行、郊外地区を予約型運行で実施

していましたが、２６年４月に一部変更を加え、川西地区の郊外便を定時定路線

型運行で実施しました。  

       新規事業臨時福祉給付金は、２６年４月からの消費税率引き上げに伴い、所得

の低い方の負担軽減を図るため、支給しました。  

       障害福祉費では、障害者総合支援法に基づく第４期障害福祉計画を策定しまし

た。障害者の自立と社会活動への参加を促すため、施設通園補助や福祉基金を活

用し、外出時のタクシー料金や車両維持経費を一部負担し、経済的負担を軽減し、

社会参加の促進に努めました。  

       老人福祉費では、ひとり暮らし老人、高齢者世帯等が増加する中、生活支援を

基本に老人クラブへの活動補助、老人保護措置事業、中播広域シルバー人材セン

ター運営事業などに取り組みました。  
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       人生８０年いきいき住宅助成事業は、１１件の助成を行い、外出支援サービス

事業は４６人が延べ１，０１９回通院等に利用されました。  

       町の高齢化率は２６．２％で、前年度より０．６５％の伸びとなっています。  

       地域包括支援センター運営費では、高齢者を初めとする要援護者の総合的支援

を行い、介護予防支援計画を作成し、効果的な介護予防サービスを提供しました。  

       医療助成費では、福祉の増進を図るため、医療費の一部を助成し、老人医療以

外の一部負担金については町単独施策として自己負担なしの医療費無料を継続し

ました。  

       社会福祉施設費では、入所者が生きがいのある生活が送れるよう、心身の維持

向上と自立に向けた支援を行いました。  

       ６ページをお願いします。  

       老人憩いの家、文珠荘では、年間を通じて４万７，４３２人の利用があり、指

定管理者として、株式会社輝が施設の運営管理に当たりました。  

       児童福祉総務費では、消費税率引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和す

るための新規事業、子育て世帯臨時特定給付金を支給しました。また、平成２７

年４月から始まる子ども・子育て支援新制度の実施に向け、福崎町子ども・子育

て支援事業計画を策定し、制度を円滑に運用するためのシステムの導入を行いま

した。  

       保育所費では、児童の健康と安全を確保しつつ、創意工夫を加えながら年齢に

応じた保育を実施しました。延長保育事業や一時預かり事業のほか、一定基準に

該当する第３子以降の保育料を助成しました。  

       また、サルビア保育園の園舎改築が平成２５年、２６年度で実施され、補助金

を交付しました。  

       子育て支援施設費では、町内３カ所に子育て支援施設を設置し、子育て親子の

出会いの場、地域のお年寄りとの交流の場など、集いの場の提供を行いました。  

       学童保育園を町内２カ所で開設し、学校や地域の協力のもと、留守家庭の子ど

もたちの保護、健全育成に努めました。  

       放課後子ども教室を田原小学校及び八千種小学校で開設し、低学年の児童が他

の学年の児童と帰宅時間を合わせることにより、帰宅時の安全確保を行いました。  

       幼児園建設費では、当町４園目となる高岡幼児園を建設し、平成２７年４月か

ら始まる子ども・子育て支援新支援制度の実施に合わせ、町内の４園全てが認定

こども園へと移行し、保護者のニーズに応える幼保一体化運営が可能となりまし

た。 

       災害救助費は、平成２６年８月９日の台風１１号及び１０月１３日の台風１９

号により、出動した職員の時間外勤務手当の支給に要した経費です。  

       衛生費の支出済み額は、７億３，５７８万９，７５９円で、２５年度に比べ１

億８，８８５万４，７３０円の増となりました。  

       食育推進事業では、第２次健康増進食育推進計画を策定するに当たり、第１次

計画を評価するための住民アンケートを実施しました。２６年度の食育推進事業

は、食育イベントを実施、もち麦料理レシピコンテスト、歌詞を公募しての食育

ＰＲソング「ＶＩＶＡ！福崎ごちそうサンバ」を制作、ダンスを振りつけて披露

するなど、地域・学校・食育関係団体の連携を図りながら事業を実施し、福崎食

の歳時記の作成、学童期運動食育教室など、住民への普及、啓発活動にも努めま

した。  

       ７ページをお願いします。  

       水道会計への繰り出しについては、経営基盤の強化及び資本費負担の軽減を図
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るための出資に要する経費を出資しました。  

       予防接種事業では、水痘と高齢者肺炎球菌が法定化の予防接種となり、成人風

疹ワクチン等の任意予防接種への助成を継続しました。  

       成人保健事業では、特定健康診査、各種がん検診を実施するとともに、ウオー

キング教室、心の健康づくりのための気功教室、小中学生を対象に生命の誕生や

命の大切さを伝える未来のパパ・ママ教室等を開催し、住民の健康保持のために

積極的に取り組みました。  

       環境衛生費では、潤いのある健康で文化的な生活を営むことのできる環境の保

全に重点を置き、花苗の配布や生ごみの減量化、福崎駅前公衆便所の清潔な維持

管理などに取り組みました。  

       公害対策費では、生活環境の保全や自然環境の推移を監視するため、主要河川

の水質調査や大気環境測定、自動車騒音測定を実施しました。  

       自然保護費では、自然歩道の補修や案内看板の整備を行い、利用促進を図りま

した。  

       第２５回福崎町自然歩道を歩こう大会には、町内外から１，４２６名の参加が

ありました。  

       し尿処理費は、し尿くみ取りに要する経費と中播衛生施設事務組合への負担金

で、中播衛生センターへの福崎町投入量は年間６，５９６キロリットルで、対前

年度比３．７４％増加しました。  

       コミュニティプラント運営費は、長目地区のし尿と生活排水を処理する施設の

管理運営費で、年度末の水洗化率は８９．８％となりました。  

       ごみ処理費は、ごみ収集に要する経費とくれさか環境事務組合への負担金で、

ごみの排出抑制、再利用、リサイクルを主とした廃棄物循環型社会の形成を目指

し、ごみの減量化、資源化に努めました。  

       農林水産業費の支出済み額は４億６，１１９万４，８８６円で、２５年度に比

べ６，９７８万９，８０２円の増となりました。  

       農業委員会では、改正農地法により農地情報をインターネット等を利用して公

表することが義務づけられ、これを受け、農地台帳システムを改修し、農地情報

の公表に備えました。  

       農業総務費では、農業集落排水事業特別会計への繰出金及び中播農業共済事務

組合負担金を支出しました。  

       ８ページをお願いします。  

       農業振興費では、国による農業構造改革が加速的に進められ、担い手に対する

施策が次々と打ち出される中、福崎町においても、担い手の育成、確保を緊急課

題とし、認定農業者や営農組織の育成、人・農地プランの作成を支援するなど、

農業者の支援と地域農業の活性化を図りました。  

       野生動物防護柵設置事業には、福田地区が取り組み、町が防護柵資材を購入し、

地元福田集落が設置しました。  

       特産品普及促進事業では、もち麦の生産体制の強化を図り、県立大学と連携し、

新メニューを開発するなど、今後の普及戦略や新しい可能性について、研究しま

した。  

       農業農村活性化事業は、基金を活用し、集落営農の支援や担い手農家の育成を

行いました。  

       西光寺野Ⅱ期地区水利施設整備事業では、岡部川取水ゲート改修事業に対し、

県土地改良事業負担金を支払いました。  

       高岡地区ほ場整備推進事業は、高岡福田地区を大区画に整備するもので、平成
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２９年度事業採択に向け、地元と調整を図りながら計画図を作成しました。  

       新規事業、農村資源を活用したふるさとづくり支援事業は、千束水路の水車を

修繕、水力発電による照明施設の設置に対し、補助金を支出しました。  

       ほ場整備事業費では、平成２１年度に着手した県営西治地区ほ場整備事業の負

担金を支出し、平成２６年度は暗渠排水工事、農道台帳の作成、土地改良区では

換地を行い、本事業は平成２７年度完了予定です。  

       国土調査費では、田口地区の山林で地籍調査を実施しました。  

       ため池整備事業は、平成２５年度からの繰り越し事業で、県営ため池改修の事

業採択に向け、必要な耐震整備計画を策定し、亀坪奥池のため池しゅんせつ工事

調査設計を行いました。  

       林業費では、日光寺山松くい虫立木伐倒事業を実施し、松枯れによる倒木危険

の回避や景観の改善に努めました。  

       有害鳥獣駆除については、積極的な捕獲活動を行いました。  

       治山事業については、平成２３年９月の台風により被災した板坂地区ののり面

崩壊について、重力式擁壁の上部２メートル及びのり面工事を行いました。  

       ９ページをお願いします。  

       商工費の支出済み額は、２億１，８３１万２，９８１円で、２５年度に比べ６，

８７６万９，１６８円の減となりました。  

       商工総務費は、企業誘致と工業団地の調整池の維持管理費用で、平成２６年度

末の工業団地の操業状況は、福崎工業団地２５社、福崎企業団地１１社、福崎町

東部工業団地８社の、計４４社となりました。  

       商工業振興費では、福崎町商工会への支援を通じ、中小企業者の振興・発展を

図り、商工会の活動及び再建を支援しました。  

       商工会では、町から委託を受けて実施する緊急雇用就業機会創出事業により、

従業員の処遇改善や雇用安定を図るためのセミナーの開催や、専門家派遣による

経営支援、販路拡大支援に取り組み、町の補助金により「なっ得商品券」を発行

し、町内商工業者の活性化と消費拡大を図りました。  

       町内業者育成と支援を目的とした産業活性化緊急支援事業の補助件数は３６件、

中小企業振興資金融資制度の貸付実績は５件でした。  

       平成２７年３月、福崎町では県下に先駆けて、福崎町商工業振興基本条例を制

定しました。  

       観光振興については、福崎町商工会が新たに「学問成就の道」パンフレットを

作成、ホームページ、フェイスブックでも福崎町の魅力を発信しました。  

       もちむぎのやかた管理事業では、平成２６年１月に提言を受けた経営改善実行

計画に取り組みました。  

       また、兵庫県、福崎町、生産者、もちむぎ食品センターなどの関係団体で設立

した、もち麦産地振興協議会による生産面での実証実験や、もち麦産地ビジョン

の策定に取り組み、東京や近隣市町でのイベントに出店し、特産もち麦のＰＲに

努めました。  

       観光エリアの拡大を図り、観光客に気持ちよくトイレを利用していただけるよ

う、田原・文珠公衆便所を建設し、維持管理を行いました。  

       消費者行政費では、神崎郡消費生活中核センターの相談件数は２４９件でした。  

       緊急雇用対策では、失業者を雇用し、人材を育成する福崎町商工業者等経営改

善普及促進事業に、福崎町商工会が取り組み、また、地域企業の収益増加により、

従業員の処遇を改善する福崎町商工会処遇改善プログラム事業に、７７事業所が

取り組みました。  
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       土木費の支出済み額は８億６，８２３万４，１４６円で、２５年度に比べ、１

億６，４０３万９，５３１円の増となりました。  

       道路橋梁総務費では、道路標識等の台帳整備、防災マップデータの時点修正を

行い、ホームページに掲載しました。  

       大貫山田線ボックス内排水設備管理事業では、基金を一部取り崩し、排水ポン

プの更新を行い、道路への大量の雨水の流入に備えました。  

       道路改修費では、道路の維持補修や町道美化のための委託１０件、生活道路の

維持補修工事３２件、３筆の用地取得、１２件の生活道路の舗装工事を行い、安

全・安心な道路維持管理に努めました。  

       道路新設改良費の主なものは、２５年度から繰り越した八千種八反田線歩道設

置工事、馬田山崎線の道路整備工事及び兵庫県が施工する町道三木宍粟線南田原

交差点改良工事費を負担し、平成２３年度から始まった交差点改良工事は２６年

度で終了しました。  

       １０ページをお願いします。  

       用地取得費の主なものは、図書館南線用地費を兵庫県に支払い、大門福田線用

地を福崎町土地開発基金から買い戻しました。  

       橋梁改修費では、平成２５年度から繰り越した長野橋歩道橋の橋脚及び上部工

の工事を完了しました。香福橋の補修工事については、調査設計業務を行い、補

修工事については、平成２７年度に繰り越しました。また、道路橋点検業務につ

いては、平成２５年度繰越分と合併施工し、道路橋定期点検業務及び道路ストッ

ク総点検業務等を委託しました。  

       河川改修費では、県と委託契約を締結し、市川と七種川の清掃、草刈りなどを

実施し、町河川の護岸改修工事や土砂しゅんせつ工事の改修工事を行い、災害に

強いまちづくりを進めました。  

       砂防費では、西谷地区の急傾斜地において、平成２３年度から県が実施してい

る崩壊対策工事に対し、負担金を支出し、西谷１地区については擁壁工事、のり

面工事などが施工され、２７年度に完了予定となり、西谷２地区については、平

成２６年度から工事着手をしました。  

       新規事業、治水対策事業では、中播磨地域総合治水対策事業、イマ谷池、高橋

ハス池の治水対策を進めました。イマ谷池については、２６年度に実施した詳細

設計により、整備方針が決定し、高橋ハス池については、概略設計により水路の

設置箇所の検討を行い、２７年度に詳細設計を実施します。  

       福崎駅周辺整備費の主なものは、用地測量費及び物件調査費です。平成２６年

１２月に都市再生整備計画の変更を行い、福崎駅周辺整備に合わせ、辻川界隈及

び福崎新町地区においても整備計画を作成し、町全体の活性化を図ることとしま

した。  

       新規事業社会資本整備総合交付金事業では、福崎駅周辺整備事業用地確保のた

めの用地測量業務及び物件調査委託業務を実施し、用地交渉に着手、国庫補助対

象外の箇所及び物件調査の精度管理については、町単独で実施しました。  

       １１ページをお願いします。  

       公園管理費では、公園の管理や遊具の修繕、点検及び草刈り等の維持管理を行

い、利用者が安全、快適に公園を利用できるよう努めました。  

       住宅管理費では、町営住宅の維持管理を行い、空き家バンク管理システム構築

事業については、２７年度に繰り越しました。  

       消防費の支出済み額は、３億５，１５４万６，２９６円で、２５年度に比べ、

２，７４８万７３７円の増となりました。  
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       常備消防費は、姫路市への消防事務委託に要した経費で、消防救急デジタル無

線整備及び車両の更新を行いました。火災発生は６件、救急出動は７４７件でし

た。 

       非常備消防費では、１本部３２分団６００名体制で消防施設を有効的、効果的

に使い、消防活動を行いました。第２４回全国消防操法大会に兵庫県代表として

出場した庄分団が見事準優勝に輝きました。  

       防災対策費では、消防団員を対象に水防講習会を実施しました。兵庫衛星通信

ネットワークシステムの更新に伴う負担金を支払い、更新工事は平成２７年度に

実施されます。  

       消防施設費では、庄分団が小型動力ポンプ、軽四積載車を更新しました。  

       教育費の支出済み額は１３億７，９７１万５，８６４円で、２５年度に比べ５

億８，１４６万２，００７円の増となりました。  

       教育委員会費では、教育委員会の会議を定例会１２回、臨時会１回開催し、教

育上の諸問題について審議しました。  

       事務局費では、不登校指導員等を配置し、児童生徒の問題解決に取り組み、英

語指導助手を２名配置し、国際理解教育を深めました。  

       小学校管理費は、学校トイレの一部洋式化工事、体育館非構造部材の耐震化に

取り組み、福崎小学校の特別支援学級整備工事を実施し、２７年度に備えました。  

       田原小学校体育館の建設については実施設計を完了し、１期工事として現体育

館の解体を行い、平成２７年度に建設工事を行います。  

       中学校管理費は、中学校における義務教育活動の充実と向上を図るために要し

た経費です。福崎東中学校のプール水漏れ改修工事や、両中学校のトイレ一部洋

式化工事等により、円滑な学校運営や教育環境の改善を図ることができました。  

       幼稚園費では、就学前教育の充実に努め、福崎幼児園トイレ洋式化工事等の施

設の補修を行いました。  

       １２ページをお願いします。  

       社会教育総務費では、自然科学分野ですぐれた研究を行った児童生徒に吉識雅

夫科学賞を贈りました。  

       成人式は、新成人で組織する実行委員会が企画立案、式典の進行、アトラクシ

ョンなどを厳粛かつ盛大に行いました。  

       拡充事業、地域ぐるみ教育支援事業では、土曜英語教室、サマースクール等の

教育支援及び登下校時の見守り、校内巡視等の学校支援活動により、学校、家庭、

地域が一体となり、教育支援事業に取り組みました。  

       公民館費では、生涯学習の場の提供、町民が主体的に学習するための講座や教

室を開講し、内容の充実に努めました。  

       文化功績賞を２名に授与し、平成２６年度に文化功労賞を創設、町の芸術文化

の向上と発展に寄与された方２名に授与しました。  

       図書館費では、町内小中学校に配布した福崎町立図書館読書ノートの活用を図

り、読書環境の整備につながるイベントの実施により、読書活動推進に努めまし

た。２６年度の利用状況は貸出人数４万６，８７１人、貸出冊数２０万６，６７

４冊でした。  

       文化センター管理費では、小ホール、講義室の照明器具取りかえ工事等を行い、

文化センターの利用状況は２，０９９件、利用者数は３万７，８７２人でした。  

       エルデホールでは、地域の文化振興を進める拠点として各種の催しを行い、自

主公演事業を１１回、入場者数は４，４１５人でした。  

       研修センター運営費は、文化センターの分館として、文化教養の向上、研鑚の
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場として、安全に快適に利用できるよう、管理事業を行い、利用状況については

９３５件で、１万５，７４２人でした。  

       青少年野外活動センター費では、青少年の健全育成を図り、自然に触れる機会

や交流の場を提供し、利用状況は３６４団体で、５，６０７人でした。  

       人権教育振興費では、みずからの人権意識を見詰め、みずからを啓発していく

人権教育の推進に努めました。  

       辻川界隈文化振興費は、辻川界隈の文化振興及び文化施設の管理運営に要した

経費です。歴史民俗資料館では企画展、特別展を開催、福崎歴史探検隊活動、連

続講座を実施し、１１月２４日には文化財シンポジウムを開催しました。  

       柳田國男・松岡家記念館は、福崎町・遠野市友好都市提携記念企画展「柳田國

男生誕１４０年企画展」を開催しました。また、新たな取り組みとして、８月３

日に第１回柳田國男検定を行い、受験者数１７７人、合格者９４人でした。  

       「柳田國男とアジア」をテーマに、第３５回山桃忌を開催しました。辻川山公

園に設置した河童見学の相乗効果も高く、歴史民俗資料館、柳田國男記念館とも

に、来館者が１万人を超えました。  

       辻川界隈文化振興事業では、辻川界隈の整備と活用について検討するため、辻

川界隈検討委員会を開催し、辻川界隈整備事業では、「学問成就の道」遊歩道、

「望郷の丘」整備を行いました。  

       １３ページをお願いします。  

       これらの事業により、辻川山周辺の美観が高まり、「望郷の丘」整備により郷

土の歌人、岸上大作の顕彰を進めることができました。  

       文化財保護費では、高岡１９３７番地医王寺内の神谷古墳を史跡に指定しまし

た。 

       三木家住宅保存整備費は、平成２２年度から始まった保存修理工事に要した経

費で、平成２６年度は木部の加工組立、荒壁塗り等を実施しました。  

       保健体育総務費では、スポーツ競技で優秀な成績をおさめた方に贈るスポーツ

功績賞を個人１３人に授与しました。  

       給食運営費では、福崎町食育推進計画に基づき、学校給食を生きた教材として

活用した食育の推進に取り組み、また、安全・安心な地域の食材を、できるだけ

多く給食に取り入れ、町の特産物であるもちむぎ麺や、もち麦精麦を積極的に献

立に活用しました。  

       町民グランド・スポーツ公園管理費では、町民グランドやスポーツ公園を生涯

スポーツの場として提供しました。  

       学校施設社会開放費では、学校施設の社会開放を行い、体育館、グランドを合

わせて、２，５２１回、８万６７７人の利用がありました。  

       体育館運営費では、生涯スポーツを中心として、年間を通してさまざまな教室、

大会を開催し、体育館は３万９，８６０人の利用がありました。  

       新規避難所等整備事業は、町民第１体育館耐震改修工事実施設計及び体育館東

側の文化ゾーン駐車場を整備するために要した経費です。なお、町民第１体育館

耐震改修工事等実施設計については、株式会社一級建築事務所小田設計の業務不

履行により契約を解除し、用地購入については、平成２７年度に繰り越しました。  

       多目的グランド整備費は、兵庫県産の木材を主構造とする全天候型ドーム、さ

るびあドームを中心に、芝生広場には複合遊具を設置し、ドーム東側にスケート

ボード場及びボルダリング場を整備、あわせて、非常用電源設置工事を行い、社

会教育、地域振興拠点としての防災機能を兼ね備えた多目的公園を整備するため

に要した経費です。  
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       公債費の支出済み額は、８億５，３８５万７，０６１円で、２５年度に比べ２，

５５７万８，５４３円の増となりました。  

       公債費は、長期借入金の返済額は元金７億６，０９１万９，０８５円で、本年

度借入総額は１３億９，２３５万８，０００円、年度末現在高は１０２億６，３

０９万８，７６９円となりました。  

       予備費は予算の範囲内で支出できましたので、充用はありませんでした。  

       災害復旧費の支出済み額は、１８３万１，２００円で、平成２５年８月２３日

から１０月２５日に発生した秋雨前線により被災した中島地区の農業用施設復旧

に要した費用です。  

       次に、調定に対する収入未済額は、１億８，６１５万３，８６５円で、対前年

度比６，５３８万３，２４９円の減額となりました。  

       その内訳は、町税で１億６，２７６万７，０８９円、分担金及び負担金が２４

万２，５００円、負担金の内訳は私立保育所負担金が１万４，０００円、学童保

育園負担金３万３，０００円、公立保育所負担金が１９万５，５００円、使用料

及び手数料のうち、住宅使用料が３８４万９，９３０円、諸収入は１，９２９万

４，３４６円で、内訳は貸付金の元利収入が１，７６２万２，８５６円と、雑入

の給食費１６１万１，８１５円及び、生活管理指導短期宿泊事業個人負担金の５

万９，６７５円です。なお、５６号資料の２３ページから３３ページには、町税

や使用料の収納状況や、不納欠損の状況について、資料を添付していますので、

ご参照ください。  

       次に、不用額についてですが、不用額は、１億５，６６４万２，３６４円で、

資料の１９ページから２２ページに節別２０万円以上の不用額について、不用額

を生じた原因別にお示しをしております。  

       １６ページは項別の歳入の決算表で、１７ページは、項別の歳出の決算表とな

っています。  

       次の１８ページには、基金の積立状況をお示ししております。基金全体につき

ましては、右下の２６年度末、２８億８，２４０万５，２４９円で、２５年度と

比較し、１億７，２３５万５，２４０円の減額となりました。  

       財政調整基金９，２５０万円、浄化センター環境整備基金５，０２６万１，０

００円、地域の元気交付金８，６７５万３，０００円、土地開発基金３，７００

万円等の取り崩しによって、年度末の残高が減少しています。  

       以上で、議案第５６号の説明を終わらせていただきます。  

       次に、議案第５７号、国民健康保険事業特別会計について、説明します。  

       決算書の国保のページ、４４ページをお願いします。  

       実質収支に関する調書でございます。  

       歳入総額１９億３，１９８万８，１６４円、歳出総額１９億２，６８３万９，

５６４円、差引額、実質収支ともに５１４万８，６００円で、うち２万円を繰り

越し、残り５１２万８，６００円は基金に繰り入れております。  

       ４５ページにつきましては、財政調整基金の保有額をお示ししております。決

算年度末の現在高は９，８１３万９，００１円でございます。  

       次に、議案第５７号資料で概要の説明をさせていただきます。  

       資料の１ページをお願いします。  

       上から７行目から国民健康保険税の税率については、医療費等の動向等を鑑み、

医療保険分の所得割の率を１００分の６．１から５．５３に、資産割の率を１０

０分の１５．１から１０．０に、均等割額を２万２，７００円から１万８，６０

０円に、平等割額を１万５，９００円から１万３，１００円に改正しました。  
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       また、制度改正の主なものは  

       １、国民健康保険税の課税限度額の引き上げ  

       ２、国民健康保険税の軽減措置の拡充  

       ３、前期高齢者の自己負担割合の見直し  

       ４、高額療養費の見直し  

       等です。  

       １世帯当たりの保険税の年額は１４万６，０５８円、被保険者１人当たりの保

険税の年額は８万３，０５６円となりました。保険給付費は対前年度比２．２％

の増となり、歳出全体の６７．３％を占めています。  

       保健事業については、４０歳から７４歳の被保険者を対象に特定健康診査・特

定保健指導を実施しました。本年度の特定健康診査の受診者数は集団健診１，１

５９人、個別健診１２５人、合計１，２８４人で、受診率は３７．５％となりま

した。平均被保険者数は４，６８１人です。  

       資料２ページには、２０万円以上の不用額及び保険税の収納状況、３ページ、

４ページには決算勘定表、５ページ、６ページには国民健康保険税の賦課状況に

ついてお示しをしておりますので、ご参照ください。  

       次に、議案第５８号について説明いたします。  

       決算書の後期高齢者医療事業特別会計の２２ページをお願いします。  

       実質収支に関する調書でございます。  

       歳入総額２億２，６６８万３，５６９円、歳出総額２億２，２７１万８，６９

３円、差引額、実質収支ともに３９６万４，８７６円です。  

       次に、議案第５８号議案資料で概要の説明をさせていただきます。  

       資料の１ページ、８行目をお願いします。  

       平成２７年３月末の被保険者数は２，４８２人で、町は兵庫県後期高齢者医療

広域連合により定められた保険料を徴収し、所得が低い方の保険料軽減分に係る

保険基盤安定納付金と合わせて広域連合へ納付します。保険料率は兵庫県内は原

則均一で２年ごとに改訂され、平成２６、２７年度の均等割額は４万７，６０３

円、所得割は９．７％で、賦課限度額は５７万円です。  

       歳入は、保険料と一般会計からの繰入金等で、繰入金は人件費や事務費、保険

基盤安定納付金分です。歳出は、人件費のほか、事務費等の経費及び後期高齢者

医療広域連合納付金です。 

       資料の２ページには２０万円以上の不用額及び保険料収納状況、３ページには

実施状況についてお示しをしておりますので、ご参照ください。  

       次に、議案第５９号について説明します。  

       決算書の介護保険事業特別会計の３８ページをお願いします。  

       実質収支に関する調書でございます。  

       歳入総額１４億１，０８５万７，０２８円、歳出総額１４億１，０５４万６，

４４１円、差引額、実質収支額とも３１万５８７円で、うち２万円を繰越金とし、

残りの２９万５８７円を基金に繰り入れています。  

       ３９ページには財産調整基金の保有高をお示ししています。決算年度末の現在

高は７，４７３万７，４４０円でございます。  

       次に、議案第５９号の資料で概要の説明をさせていただきます。  

       上から４行目からお願いします。  

       介護保険制度が平成１２年に施行され１４年が経過し、平成２６年度は第５期

事業計画の最終年度となり、第５期の主な改正は、保険料を標準月額３，６００

円から４，８００円に引き上げ、所得段階を多段階設定し、７段階から９段階に
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細分化しました。  

       介護報酬は平成２６年４月から消費税率引き上げに伴い、全体で０．６３％の

引き上げとなりました。  

       介護給付サービス費は、対前年度比９．３％増加し、給付サービス利用では、

通所介護、訪問介護、訪問看護等の居宅サービスが対前年度比で６．９％の増、

地域密着型サービスは対前年度比４８．４％の増となりました。  

       また、第６期介護保険事業会計に伴う委託料として、２８２万９，６００円を

支出しました。  

       地域支援事業における予防事業では、全ての６５歳以上を支援する一次予防事

業と、積極的に介護予防を支援する二次予防事業を行い、二次予防事業では、頭

はつらつ会及びいきいきクラブでは、基本健康チェックリストを実施し、ふくろ

う体操の導入、歯科保健指導の実施等、介護予防事業としての質の向上を図りま

した。  

       また、いきいきデイサービス事業を隔週から毎週の利用に変更し、新しい総合

事業の開始に向けた取り組みを始めました。  

       要支援者の継続的、包括的なケアマネジメントや、高齢者の総合相談、権利擁

護に当たるとともに、在宅介護支援センターすみよしの郷と協力し、高齢者の実

態把握に努めました。  

       神崎郡介護認定審査会を１３３回開催し、２，７０３件の審査、判定を行い、

福崎町分は１，０６６件でした。  

       次の２ページには、２０万円以上の不用額及び保険料の収納状況、３ページに

は介護保険の実施状況、４ページには審査支払い手数料や介護給付の状況、５ペ

ージ、６ページには決算明細を添付しておりますので、お目通しをお願いします。  

       次に、議案第６０号について、説明します。  

       決算書の農業集落排水事業特別会計の２６ページをお願いします。  

       実質収支に関する調書でございます。  

       歳入総額２億５，４１７万７６２円、歳出総額２億５，４１７万７６２円、差

引額、実質収支額ともゼロ円です。  

       ２７ページは、１、財産に関する調書で、公有財産の増減はありません。基金

の保有高は決算年度末、１億６，３１７万４，８３１円となりました。  

       次に、議案第６０号資料で概要の説明をさせていただきます。  

       上から６行目からお願いします。  

       町内の集合処理による汚水衛生処理率は向上し、宅内排水設備工事も進み、水

洗化率は平成２６年度末現在で８５．７％になっています。平成２８年度の地方

公営企業法適用を目指し、資産調査等の継続実施及び企業会計システムの導入を

行いました。  

       資料の２ページには、２０万円以上の不用額及び使用料収納状況についてお示

ししておりますので、ごらんください。  

       次に、議案第６１号について、説明します。  

       決算書の公共下水道事業特別会計の２８ページをお願いします。  

       実質収支に関する調書でございます。  

       歳入総額１２億１１３０万５，１７５円、歳出総額１１億９，５３０万５，１

７５円で、差引額１，６００万円は全額を繰越明許費として繰り越しますので、

実質収支額はゼロ円です。  

       ２９ページは財産に関する調書で、１、公有財産の増減はございません。２、

基金につきましては、決算年度末基金の保有高は２億９，０８８万２，０９１円
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となりました。  

       概要につきましては、議案資料６１号で説明させていただきます。  

       資料の１ページ、上から３行目をお願いします。  

       管路施設整備が完了した上中島地区において、公共下水道の供用を開始しまし

た。 

       平成２６年度末の供用開始面積は、５５５ヘクタールとなり、住民人口での整

備率は１００％、水洗化率は７１．５％になっています。  

       福崎浄化センターは水処理施設３系列による運転を行っており、処理能力１日

当たり５，２５０立方メートルに対し、年度末の流入量は３，５４２立方メート

ル、６７．５％となっています。  

       ２６年度は上中島地区面整備工事や八反田東地区及び西光寺地区の舗装本復旧

工事、川端雨水幹線工事（第１工区）を完了し、福崎工業団地面整備工事や上中

島地区舗装本復旧工事及び川端雨水幹線工事（第２工区）に着手し、一部を平成

２７年度に繰り越しています。  

       ２８年度の地方公営企業法適用を目指して、資産調査の継続実施や企業会計シ

ステムの導入を行いました。  

       資料の２ページには、２０万円以上の不用額及び負担金・使用料等の収納状況

をお示しをしておりますので、ご参照ください。  

       以上、６議案について、一括説明をさせていただきました。また、別冊の決算

報告書の歳出のページには主な事業ごとに決算の概要をお示しし、第５次総合計

画の目標値であります目指そう値と、２６年度の決算実績との比較検証を行って

おりますので、あわせて確認をいただき、審議の参考にしていただきたいと思い

ます。  

       よろしくご審議を賜り、認定いただきますよう、お願いいたします。  

 

日程第１６ 議案第６２号  平成２６年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定について  

日程第１７ 議案第６３号  平成２６年度福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認定につい  

             て  

 

議    長  次、日程第１６、議案第６２号、平成２６年度福崎町水道事業会計歳入歳出決

算認定について及び日程第１７、議案第６３号、平成２６年度福崎町工業用水道

事業会計歳入歳出決算認定についてを一括議題といたします。  

       両議案に対する詳細なる説明を求めます。  

上下水道課長  議案第６２号、平成２６年度福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定について、

説明いたします。  

       地方公営企業法第３０条第４項の規定により、議会の認定をお願いをするもの

です。  

       それでは初めに、福崎町水道事業会計決算書の１２ページをお開きください。  

       福崎町水道事業の事業概要につきましては、昨年度に比べ、給水量はほぼ横ば

い、給水収益は約０．２％の減となっています。  

       また、新会計制度により減価償却費の増加や下水道工事等に伴う資産減耗費が

大きく増加したことで、営業損失を計上しました。しかし、同制度により営業外

収益は増大し、経常利益は５％の増となっています。  

       また、給水水量等の動きとして、業務の指標となる値を年度別にお示ししてお

ります。  

       給水原価がこれまでと比較して大きくふえている要因は、みなし償却制度の廃
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止による補助金や工事負担金により取得した資産を減価償却することとなったた

めと考えています。  

       資料、議案第６２号の２ページから４ページに水道料金及び総配水量の表を添

付しておりますので、あわせてご参照ください。  

       次に、決算書の１、２ページをごらんください。  

       水道事業決算報告書です。この決算報告書は、予算に対比して執行状況を明ら

かにするため、税込みで表示比較しております。  

       収益的収入及び支出の収入では、水道事業収益予算額４億１，８３０万円、決

算額４億４，７４９万５，８２８円、予算額に比べ、決算額の増減２，９１９万

５，８２８円の増、昨年度比３０．２％の増となっており、決算額の内訳は営業

収益３億１，４６６万２，３７５円、営業外収益１億３，２８３万３，４５３円

です。  

       次に支出では、水道事業費用予算額３億４，９５８万４，０００円、決算額３

億４，１０５万６，９５７円、不用額８５２万７，０４３円、昨年度比２４．

４％の増となっており、決算額の内訳は営業費用３億３，０５５万９，６３６円、

営業外費用７４８万７，９４４円、特別損失３００万９，３７７円です。  

       なお、この決算額については消費税を含んでいるため、２６ページ以降の税抜

き明細書の額とは一致いたしません。  

       次に、３、４ページをごらんください。  

       資本的収入及び支出の収入です。 

       資本的収入予算額８億１，３４０万１，０００円、決算額７億９，４４１万３，

９４６円、予算額に比べ決算額の増減１，８９８万７，０５４円の減、昨年度比

４６８．６％の増となっており、決算額の内訳は、企業債３億６，６３０万円、

他会計出資金１億７，６００万円、補助金２億２１０万８，４９１円、工事負担

金５，０００万５，４５５円です。  

       次に支出です。資本的支出予算額９億３，２４１万５４０円、決算額９億９１

９万４，２５３円、翌年度繰越額はなく、不用額２，３２１万６，２８７円で、

決算額の内訳は建設改良費８億９，５５９万５，２１０円、企業債償還金１，３

５９万９，０４３円です。なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億

１，４７８万３０７円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４，

８４４万９，６６３円と、過年度分損益勘定留保資金６，６３３万６４４円で補

填しています。  

       次に、５ページをごらんください。水道事業損益計算書の説明をいたします。 

       １の営業収益については、水道料金やメーター移設等の受託工事収益、設計検

査手数料など２億９，３６７万８，６２７円、２の営業費用は、原水の取水や滅

菌、配水池や給水に係る費用、受託工事に要する費用や固定資産の償却費、除却

費用などで、３億２，１１９万８，９７３円、営業損失は２，７５２万３４６円

となります。  

       ３、営業外収益は、預金利息や一般会計からの補助金、みなし償却の廃止に伴

う繰延収益に係る長期前受金戻入や開発協力金など、９，６００万６，８７４円、

４の営業外費用は、企業債の利息や漏水還付金など、７４８万７，９４４円で、

経常利益は６，０９９万８，５８４円となりました。  

       また、６の特別損失については、会計制度の見直しに伴う２５年度分の賞与等

引当金に相当する額など、３００万９，３７７円となっています。  

       以上のことから、当年度純利益は５，７９８万９，２０７円で、前年度繰越利

益剰余金とその他未処分利益剰余金変動額を加えると、当年度未処分利益剰余金
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は２億４，９３１万８，３６０円となります。  

       次に、６ページをごらんください。水道事業剰余金計算書について、説明いた

します。  

       まず、資本金については、会計制度の見直しや福田水源地及び山崎配水池の整

備費として、一般会計からの出資金の受け入れにより、当年度末残高が１３億２

３１万３，４８７円となります。  

       次に、資本剰余金は、みなし償却制度の廃止に伴う長期前受金への移動により、

当年度末残高が４億３，５１４万９，４８１円となっています。  

       続きまして、利益剰余金の減債積立金につきましては、前年度処分額１，００

０万円を合わせ、当年度末残高は３，４３５万３，１７６円に、建設改良積立金

は、前年度処分額３，０００万円を合わせ、当年度末残高は４億７，２８０万６，

３３６円となります。  

       未処分利益剰余金につきましては、減債積立金の１，０００万円、建設改良積

立金の３，０００万円を処分し、繰越利益剰余金は２，８１４万３，１８０円と

なります。  

       さらに、当年度変動額として、みなし償却制度廃止に伴う未処分利益剰余金へ

の移動分や、当年度純利益を加え、当年度未処分利益剰余金は２億４，９３１万

８，３６０円となり、利益剰余金合計の当年度末残高は７億５，６４７万７，８

７２円となります。  

       次に、７ページをごらんください。  

       剰余金処分計算書案について、説明をさせていただきます。  

       当年度未処分利益剰余金２億４，９３１万８，３６０円について、資本金への

組み入れにより、みなし償却制度廃止に伴う未処分利益剰余金への移動額と同額

の１億６，３１８万５，９７３円、減債積立金に３，０００万円、建設改良積立

金に２，０００万円処分し、処分後残高を３，６１３万２，３８７円にしたいと

考えています。  

       次に、８ページから１０ページをごらんください。  

       貸借対照表について、説明いたします。  

       詳細については、資料議案第６２号の１ページと、７ページから１１ページに

お示ししておりますので、あわせてごらんください。  

       決算書に戻っていただいて、資産の部として、構築物や機械、装置などの固定

資産と、現金預金、未収金などの流動資産を合わせ、資産合計は５４億６，３７

９万８，５０１円となります。  

       次に、負債の部として、企業債や未払金など固定負債や、流動負債、みなし償

却制度の廃止に伴う繰延収益を合わせ、負債合計は２９億６，９８５万７，６６

１円となります。  

       資本の部については、資本金が１３億２３１万３，４８７円、資本剰余金や利

益剰余金の剰余金合計は１１億９，１６２万７，３５３円で、資本合計は２４億

９，３９４万８４０円、負債資本合計は、５４億６，３７９万８，５０１円とな

ります。  

       次に、１３ページをごらんください。  

       議会の議決事項につきましては６件、職員に関する事項は２件でした。  

       次に、１４ページから１６ページをごらんください。  

       建設改良工事は福田水源地整備工事や山崎配水池増設工事、工業団地における

老朽管更新工事や井ノ口水管橋歩廊更新工事など、２６年度１３件、２５年度繰

越事業７件で、合わせて８億７，６７８万１，３４０円です。  
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       次に、１７ページをごらんください。  

       送配水管等入れかえの状況につきましては、東大貫地区の配水管新設や、下水

道工事に伴う配水管移設を行っています。  

       増加の小計が２，４６７メートル、減少の小計は１，４３０メートルで、差引

合計１，０３７メートルが２６年度で増加した延長です。  

       本年度増加延長を加え、２６年度末総延長は１８万９，８９７メートルになり

ます。また、給水工事は８５件の工事を行い、保全工事につきましては、１８、

１９ページにお示ししておりますとおり、１，２６４万４，０８０円の工事など

を行いました。  

       ２０ページから２４ページには、業務及び会計に関して説明しておりますので、

お目通しください。  

       次に、２５ページをごらんください。  

       水道事業キャッシュフローについて、説明いたします。  

       日常の業務によるキャッシュフローは１億１，２９７万４，４６８円の黒字、

投資活動によるキャッシュフローは有形固定資産の取得による支出が増加し、５

億９，６２３万７，１２９円の赤字、財務活動によるキャッシュフローは企業債

発行や一般会計からの出資金の増により、５億２，９５０万３，４４８円の黒字

となりました。  

       これらのキャッシュフローを合算すると、４，６２４万７８７円の黒字となり、

資金期末残高は６億７，９５９万２，１３７円となっています。  

       次に、２６、２７ページをごらんください。  

       水道事業会計収益費用明細書について、説明をいたします。  

       まず、収益であります。水道事業収益は３億８，９６８万５，５０１円で、営

業収益は２億９，３６７万８，６２７円、主なものは水道料金や設計検査手数料

及び下水道徴収手数料です。  

       営業外収益は９，６００万６，８７４円で、主なものは長期前受金戻入や加入

分担金、開発協力金です。  

       次に、２８ページから３０ページをごらんください。  

       費用として、水道事業費用は３億３，１６９万６，２９４円、うち営業費用は

３億２，１１９万８，９７３円で、原水及び上水費は水源地に係る費用で、３，

６４４万５，００６円、主なものは人件費や動力費です。  

       配水及び給水費は、配水池と給水配水管に係る経費で、９，５６９万９，０５

６円、主なものは人件費のほか委託料や修繕費、加圧ポンプ所動力費や県水受水

費です。メーター移設のほかの受託工事費は２１７万４，７５０円、総係費は、

水道に係る通常経費で、３，３１６万２，０７８円、主なものは人件費や委託料、

賃借料です。  

       そのほかには、減価償却費が１億３，４００万７，９９６円と、資産減耗費が

１，９７１万８７円、営業外費用は支払利息の６７６万８，０９７円と雑支出の

７１万９，８４７円、特別損失は３００万９，３７７円です。  

       次に、３１ページをごらんください。  

       水道事業会計資本的収入及び支出明細書について、説明をいたします。  

       まず、収入の資本的収入は７億９，４４１万３，９４６円で、内訳は企業債３

億６，６３０万円、他会計出資金１億７，６００万円、国庫補助金２億１３０万

６，０００円、他会計補助金が８０万２，４９１円、工事負担金５，０００万５，

４５５円です。  

       次に、３２ページをごらんください。  
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       支出として、資本的支出は８億４，２０６万９，４８３円で、建設改良費の８

億１，３７６万４，１９０円と、給水工事費の１，４７０万６，２５０円及び企

業債償還金１，３５９万９，０４３円です。  

       次に、３３ページをごらんください。  

       固定資産明細書について、説明いたします。  

       土地から建設仮勘定まで合計で年度末現在高は６９億５，６２８万３，６０３

円で、減価償却累計額は２２億２，５７８万９，５４１円、年度末償還未済額は

４７億３，０４９万４，０６２円になります。  

       次に、３４ページをごらんください。  

       企業債明細書について、説明いたします。  

       企業債は２６年度に新たに借り入れた福田水源地分１，２７０万円と福田水源

地、山崎配水池、工業団地老朽管更新分３億５，３６０万円を含め、発行総額６

億８，７６０万円、当年度償還額は１，３５９万９，０４３円で、未償還残高は

５億２，７８７万２，６２９円となります。  

       以上で、議案第６２号の説明を終わらせていただきます。  

       続きまして、議案第６３号について、説明させていただきます。  

       それでは、平成２６年度福崎町工業用水道事業決算書１２ページをごらんくだ

さい。  

       福崎町工業用水道事業の事業概要として、本年度の契約水量の変更はなく、営

業収益については下水道工事に伴う移設工事の経費補償を含めて２４．３％の増

となりました。  

       しかし、営業費用では、新会計制度により減価償却費が大きく増加し、営業損

失が発生しています。  

       経常利益は２７．２％の減となりましたが、水道用地の売却による特別利益を

計上したため、純利益は５６．９％の増となっています。  

       また、給水水量等の動きとして、業務の指標となる値を年度別にお示ししてお

ります。水道事業と同様に給水原価が大きくはね上がっている要因は、新会計制

度によるもので、みなし償却制度の廃止が大きく影響しております。  

       資料議案第６３号の２ページから４ページには、料金及び配水量の表を添付し

ておりますので、あわせてごらんください。  

       それでは、決算書１、２ページをごらんください。  

       工業用水道事業決算報告書の収益的収入及び支出について、説明いたします。  

       まず、収入であります。工業用水道事業収益、予算額５，７７７万円、決算額

５，２４８万８，１４３円、予算に比べ決算額の増減５２８万１，８５７円の減、

昨年度比９９．３％の増となっています。  

       決算額の内訳は、営業収益２，９９７万５，０７０円、営業外収益１，７２９

万７６４円、特別利益５２２万２，３０９円です。  

       次に支出では、工業用水道事業費用、予算額３，６３４万９，０００円、決算

額３，５８７万４，２８６円、不用額４７万４，７１４円、昨年度比７３．１％

の増となっており、決算額の内訳は営業費用３，５２９万７，７１６円、営業外

費用５万１，５７０円、特別損失５２万５，０００円です。  

       次に、３、４ページをごらんください。  

       資本的収入及び支出の収入です。  

       資本的収入予算額２億２，３３０万円、決算額２億２，３２４万４，９６０円、

予算額に比べ、決算額の増減５万５，０４０円の減となっており、決算額の内訳

は、企業債１億２，５６０万円、国庫補助金２，１６０万円、工事負担金７，６
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０４万４，９６０円となっています。  

       支出では、資本的支出の建設改良費予算額２億２，４８０万円、決算額２億２，

３５２万４０円となっています。  

       次に、５ページをごらんください。  

議    長  しばらく休憩をいたします。再開は１３時といたします。  

◇ 

休憩 午前１１時５８分  

再開 午後 １時００分  

◇ 

議    長  会議を再開いたします。  

       松田課長から説明をお願いいたします。  

上下水道課長  引き続きまして、工業用水道事業決算書の５ページをごらんください。  

       工業用水道事業損益計算書について、説明いたします。  

       営業収益については、水道料金や下水道工事に伴う工事経費補償などの２，８

１４万３，６３４円、営業費用は送水及び配水に係る費用や固定資産の償却など

３，４３７万７，６７３円で、営業損失が６２３万４，０３９円となります。  

       営業外収益は、みなし償却の廃止に伴う繰延収益に係る長期前受金戻入などの

１，０３５万６１１円、営業外費用は支払利息の５万１，５７０円で、経常利益

は４０６万５，００２円となっています。  

       また、特別利益として、土地の売却益が５２２万２，３０９円、特別損失は会

計制度の見直しに伴う２５年度分の賞与等引当金に相当する額、５２万５，００

０円を特別損失に計上しています。  

       当年度純利益は８７６万２，３１１円で、前年度繰越利益剰余金とその他未処

分利益剰余金変動額を加え、当年度未処分利益剰余金は２，５３６万３，７２１

円となります。  

       次に、６ページをごらんください。  

       工業用水道事業の剰余金計算書について、説明いたします。  

       資本剰余金はみなし償却制度の廃止に伴う長期前受金への移動により、当年度

末残高が１億５，５５６万７，１１１円となります。  

       また、利益剰余金の建設改良積立金については、前年度処分額の２００万円を

合わせ、当年度末残高は２，４０９万７，１８６円となります。  

       未処分利益剰余金については、みなし償却制度廃止に伴う未処分利益剰余金へ

の移動額や当年度純利益を加え、当年度未処分利益剰余金は２，５３６万３，７

２１円となり、利益剰余金当年度末残高は５，６６２万１，１１４円になります。  

       次に、７ページをごらんください。  

       工業用水道事業剰余金処分計算書（案）について、説明いたします。  

       当年度未処分利益剰余金２，５３６万３，７２１円を処分することなく、平成

２７年度以降で必要となる建設改良の財源として繰り越そうと考えています。  

       次に、８ページから１０ページをごらんください。  

       貸借対照表について、説明いたします。  

       詳細については、資料議案第６３号の１ページと５ページ、６ページにお示し

しておりますので、合わせてごらんください。  

       決算書に戻っていただいて、資産の部として、構築物や機械、装置などの固定

資産と、現金預金、未収金の流動資産を合わせて、資産合計は７億５，２０９万

５，７８２円となります。  

       次に、負債の部として、固定負債となる企業債や引当金などの流動負債、みな
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し償却制度の廃止に伴う繰延収益を合わせ、負債合計は４億８，８９５万４，７

４３円となります。  

       資本の部については、資本金が５，０９５万２，８１４円、資本剰余金や利益

剰余金の剰余金合計は２億１，２１８万８，２２５円で、資本合計は２億６，３

１４万１，０３９円、負債資本合計は７億５，２０９万５，７８２円となります。  

       次に、１３ページをごらんください。  

       議会の議決事項につきましては６件、職員に関する事項は２件でした。  

       次に、１４ページをごらんください。  

       建設改良工事は、工業用水道強靱化工事など、２６年度２件で、２５年度繰越

事業２件を合わせ、２億２，３５２万４０円です。  

       保全工事は１５ページにお示ししておりますとおり、２３８万４，１００円の

工事等を行いました。  

       そして、１７ページまで業務会計に関して説明しておりますので、お目通しく

ださい。  

       次に、１８ページをごらんください。  

       工業用水道キャッシュフローについて、説明いたします。  

       日常の業務によるキャッシュフローは、国庫補助金の未収金等により２，２３

１万８，４２２円の赤字、投資活動によるキャッシュフローは有形固定資産の取

得による支出が増加し、１億１，１０３万８，０９５円の赤字、財務活動による

キャッシュフローは企業債の発行により１億２，５６０万円の黒字となりました。  

       これらのキャッシュフローを合算すると、７７５万６，５１７円の赤字となり、

資金期末残高は５，０７７万８，６９６円となっています。  

       次に、１９ページをごらんください。  

       福崎町工業用水道事業会計収益費用明細書の収益について、説明させていただ

きます。  

       工業用水道事業収益は４，３７１万６，５５４円、営業収益は２，８１４万３，

６３４円で、主なものは水道料金や設計検査手数料です。  

       営業収益は１，０３５万６１１円で、主なものは長期前受金戻入です。また、

特別利益については５２２万２，３０９円で、土地の売却益となっています。  

       次に、２０、２１ページをごらんください。  

       費用として、工業用水道事業費用は３，４９５万４，２４３円で、営業費用３，

４３７万７，６７３円の主なものは人件費と動力費、減価償却費です。営業外費

用については、支払利息の５万１，５７０円、特別損失は会計基準の変更に伴う

ものとして、賞与等５２万５，０００円となっています。  

       次に、２２ページをごらんください。  

       工業用水道事業会計の資本的収入及び支出明細書について、説明いたします。  

       収入の資本的収入については、企業債の１億２，５６０万円、国庫補助金の２，

１６０万円、工事負担金の７，６０４万４，９６０円で、合計２億２，３２４万

４，９６０円です。  

       次に、２３ページをごらんください。  

       支出の資本的支出は、建設改良費の２億６９６万３，０００円です。  

       次に、２４ページをごらんください。  

       固定資産明細書は、土地から建設仮勘定までの合計で年度末現在高は１０億８，

８８０万６，７３３円で、減価償却累計額は４億１，６０２万９，８００円にな

り、年度末償却未済額は６億７，２７７万６，９３３円となります。  

       次に、２５ページをごらんください。  
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       企業債明細書について、説明いたします。  

       発行総額は２６年度に借り入れた強靱化工事分１億２，５６０万円で、償還利

子５万１，５７０円を支払っています。  

       以上で、議案第６３号の説明を終わらせていただきます。両議案とも、よろし

くご審議賜り、認定いただきますよう、お願い申し上げます。  

議    長  平成２６年度の全会計の決算につきましては、先般、監査委員による決算審査

が行われ、その意見書が提出されております。  

       決算審査意見書について監査委員の説明を求めます。  

代表監査委員  それでは、決算審査意見書につきまして、説明申し上げます。  

       お手元の平成２６年度福崎町決算審査意見書１ページをごらんください。  

       初めに、一般会計、特別会計決算及び基金運用状況審査意見ですが、審査の結

果は、審査に付された各会計決算書等は係数は正確であると認められました。な

お、事務処理はその一部については定期監査等で指摘しておりますが、おおむね

良好であると認めました。また、基金の運用状況は、その設置目的に沿って運用

され、係数は正確であると認められました。  

       次に意見ですが、１４ページをごらんください。  

       （１）町税では、町税収入は、町の歳入の根幹をなす重要な収入です。その賦

課徴収に当たっては、誤りのない、課税客体の正確な把握及び効率的な徴収に一

層努力されることを望みます。  

       （２）収入未済不納欠損では、本町では滞納解消を図るため、全庁的組織であ

る滞納整理対策委員会の設置、債権管理条例の施行に加えて２６年度から収納管

理システムが導入され、滞納者の状況を細かく管理できることとなりました。  

       その効果は収入未済額の減少、不納欠損処分の増として２６年度決算にあらわ

れています。  

       言うまでもなく、不納欠損処分は納税の公平性の観点からは慎重になされるべ

きものであり、町民に十分な説明ができるよう、取り扱われることを望みます。

またあわせて、徴収能力を向上させるために、職員の研修、滞納情報の共有化な

ど、一層の体制の充実強化を望みます。  

       （３）操出金では、繰出金の中には法令等により一般会計による負担が定めら

れているものがあります。特別会計は前記の経費を除く経費については、受益者

の負担により賄われるのが原則です。したがって、任意に町の独自施策として繰

り出す場合は、定期的にその適否について見直すとともに、必要性について町民

の理解を得ることが肝要であると考えます。  

       （４）町債では、町債については、発行額の適正化あるいいは償還額の基準財

政需要額算入率の高いものを選択するなど、町債発行により後年世代が受ける恩

恵と比して、償還が過重な負担とならないよう、引き続き適正な残高管理を求め

ます。  

       （５）財務指標では、財務指標のうち一般財源に着目した指標である財政力指

数は０．７２８、経常一般財源比率は９２．２％とそれぞれ前年度に比べて０．

００７ポイント、２．５％増加しています。経常収支比率は９０．３％で前年度

に比べて４．５％増加しており、財政の硬直化が進みつつあるといえますが、補

助金の一般財源化、交付税の一部臨時財政対策債への振りかえなど、国の地方財

政制度改正による影響も大きく、全国的に上昇傾向を示しています。  

       （６）特別会計では、特別会計のうち農業集落排水事業特別会計、公共下水道

事業特別会計は実質収支において歳入歳出同額決算となっています。また国民健

康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、介護保険事業特別会計は、



－35－ 

実質収支において黒字決算となっています。これは歳入では、適正な保険料・税

率の算定及び徴収努力の結果による保険料・税収入確保によるものと考えます。  

       今後は引き続き適正な保険料・税率の算定及び徴収に努めるとともに、国民健

康保険会計では、保健、介護、食育事業などの予防医療事業を進め、農業集落排

水事業特別会計、公共下水道事業特別会計では、引き続き施設への接続戸数増加

を図るなど、使用料確保に努められたい。  

       最後に、（７）財政運営では、本町は平成２６年度を初年度とする第５次総合

計画を策定しました。町の将来像、活力にあふれ、風格のある住みよいまちづく

りを定め、行財政運営に取り組み、平成２６年度においても具体的な施策展開が

図られました。  

       一方、我が国を取り巻く環境は、経済では景気は緩やかな回復基調が続いてい

るとされ、本町においても町税収入にその効果があらわれているとしています。

しかし、人口構造の高齢化、少子化の進展により、社会保障費の増加、また福崎

駅周辺整備事業などの社会基盤整備事業などを抱える本町としては、強固な財政

基盤を実現、維持することが重要な課題であると思われます。  

       こうした現状を踏まえ、総合計画に定める計画的、効率的な行政運営、安定的、

効率的な財政運営の実現に向け、これまで以上に経済性、効率性、効果性の視点

を基本に、費用対効果や将来負担の視点を持った適正な財政運営を行い、限られ

た資源を効果的に事業配分し、質の高い行政サービスを町民に提供できるよう、

全庁一丸となって取り組まれることを強く要望します。  

       次に、公営企業会計決算意見についてですが、１７ページをお開きください。  

       初めに審査の結果では、審査に付された会計決算書等は、その係数は正確で、

関係諸帳簿と合致していることを確認しました。  

       次に審査の意見ですが、水道事業においては、今後節水機器の普及などで給水

量が減少し、給水収益の大幅な増加が見込みがたいところです。設備の老朽化対

策事業、あるいは高度処理施設整備事業など、上水道を安定的に供給するための

整備事業に引き続き取り組まなければならない厳しい経営環境下にあっては、事

業推進には整備手法、事業費の見直しなど、経済性を高める努力を継続してくだ

さい。  

       次に、別冊子の平成２６年度福崎町健全化判断比率及び資金不足比率審査意見

書１ページをごらんください。  

       ここでは、財政の健全化を示す比率について審査しています。  

       初めに審査の結果ですが、審査に付された健全化判断比率は法例の規定に従っ

て適正に算定されていました。また、算定の基礎となる事項を記載した書類は適

正に作成されているものと認めました。判断比率のうち、実質赤字比率は実質赤

字が発生しなかったため、算出されませんでした。連結実質赤字比率は実質赤字、

資金不足が発生しなかったため、算出されませんでした。実質公債費比率は１１．

９％で、早期健全化基準の２５．０％を、将来負担比率は１５３．４％で、早期

健全化基準の３５０％をいずれも下回っています。なお、各比率の算式は２ペー

ジ以降をご参照ください。  

       次に、審査の意見ですが、健全化判断比率のうち将来負担比率は対前年度比で

３１．９ポイント悪化しています。これは主に投資的事業にかかわる地方債現在

高並びに公営企業等繰入見込額の増及び基金取り崩しによる充当可能基金の減に

よるものです。将来負担比率は、一般会計等が将来負担することが見込まれる経

費にかかわる指標です。したがって、事業を推進するに際しては、持続可能な行

財政構造確立の観点に立ち、当負担比率の低減を念頭に進められたい。  
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       最後に、資金不足比率ですが、６ページをごらんください。  

       水道事業会計、工業用水道事業会計、農業集落排水事業特別会計及び公共下水

道事業特別会計のいずれにおいても、資金不足が発生しなかったため、資金不足

比率は算出されませんでした。  

       以上で説明を終わります。  

 

日程第１８ 議案第６４号  平成２６年度福崎町水道事業剰余金処分について  

 

議    長  日程第１８、議案第６４号、平成２６年度福崎町水道事業剰余金処分について

を議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

上下水道課長  議案第６４号につきまして、説明申し上げます。  

       議案第６４号につきましては、議案第６２号に関係いたしまして、水道事業会

計の剰余金を資本金に１億６，３１８万５，９７３円、減債積立金に３，０００

万円、建設改良積立金に２，０００万円を処分したいので、地方公営企業法第３

２条第２項の規定により、議会の議決を求めるものであります。  

       内容につきましては、水道事業会計の決算書７ページに、剰余金処分計算書

（案）ということでお示しをしております。２億１，３１８万５，９７３円を処

分する議案を上程しております。  

       よろしくご審議を賜りまして、ご賛同いただきますよう、お願いを申し上げま

す。 

       以上です。  

 

日程第１９ 議案第６５号  福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第１９、議案第６５号、福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

総 務 課 長 議案第６５号、福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例について、ご

説明申し上げます。  

       情報化社会の急速な進展により、個人情報が大量にそして広範囲にわたって収

集されたり利用されたりしています。個人情報保護条例は、このような情報化社

会の進展に対し、個人の権利や利益の侵害を未然に防止し、その不安感を解消す

るため、個人情報の取り扱いのルールを定めた条例です。  

       それでは、議案第６５号資料の１ページをごらんください。  

       個人情報保護条例の改正の概要をお示ししています。  

       平成２５年５月３１日に行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律（以下、番号利用法と言います）が成立公布されました。  

       番号利用法は行政運用を効率化し、国民の利便性を高め、より公平、公正な社

会基盤を築くことを目的としており、住民票を有する全ての個人に個人番号が付

番、通知されることになりました。  

       個人番号は、それ以外の個人情報と比べて、強力な個人識別機能を有すること

から、番号利用法では、個人番号をその内容に含む個人情報である特定個人情報

について、従来の個人情報よりもさらに厳格に保護するようになっています。  

       こうした番号利用法の趣旨に沿った個人情報保護措置として、このたび個人情

報保護条例を改正するものです。  
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       また、１ページの右側上段に番号法導入後の個人情報及び特定個人情報との関

係、下段に番号法における個人情報保護の考え方の図をお示ししていますので、

ご参照ください。  

       条例改正の内容につきましては、議案第６５号資料の新旧対照表で説明いたし

ます。  

       施行期日が重なるため、２条に分けて改正をしています。  

       ２ページをごらんください。  

       第１条関係について、説明します。  

       第１条は、目的に特定個人情報の利用停止を求める権利を加えています。  

       第２条第２号は、特定個人情報にあっては、法人等に関する情報に含まれる当

該法人等の役員に関する情報を個人情報に含むことを規定しています。  

       同条第３号は、特定個人情報の意義の規定を追加しています。  

       ３ページをごらんください。  

       第７条第２項は、個人情報の収集に関しての規定について、特定個人情報を除

くことを追加しています。  

       同条第４項は、特定個人情報の収集の制限について、規定をしています。  

       第８条第２項は、特定個人情報についての目的外利用の制限について、規定し

ています。  

       同条第３項は、特定個人情報についての目的外利用の制限について、例外を規

定しています。  

       同条第４項は、特定個人情報についての外部提供の制限について、規定してい

ます。  

       第１２条の２は、個人番号利用事務等を委託した場合の適用除外について、規

定しています。  

       ４ページをごらんください。  

       第１３条第２項は、未成年者または成年被後見人が特定個人情報を開示請求す

る場合、任意の代理人により開示請求できることを追加しています。  

       第２５条の２は、自己の特定個人情報の利用停止等の請求ができる自由につい

ての規定を追加しています。  

       第２５条の３は、自己の特定個人情報の利用停止請求の手続について、規定し

ています。  

       ５ページをごらんください。  

       第２５条の４は、利用停止請求書が提出されたとき、実施機関の長は調査を行

い、特定個人情報の全部または一部の利用停止をするかどうかの決定を書面によ

り通知することを規定しています。  

       第２５条の５は、実施機関の長が特定個人情報の全部または一部の利用停止を

決定したときは、速やかに利用停止をしなければならないことを規定しています。  

       第２６条は、行政不服審査法による不服申立の事項に、利用停止請求決定を追

加しています。  

       ６ページをごらんください。  

       第２７条は、個人情報保護審査会へ諮問した旨の通知をするものに利用停止請

求者を追加しています。  

       第２９条第１項は、費用負担の規定において、利用停止請求に係る費用も無料

とする規定を追加しています。  

       同条第２項は、特定個人情報の写しの交付及び送付に要する費用を負担する者

に経済的困難その他特別の理由があると認めるときは、その者が負担すべき費用
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の額を減額し、または免除することができることを規定しています。  

       第３０条は、審査会への調査審議事項を追加しています。  

       第３２条第３項は、法令または福崎町情報公開条例を除く他の条例の規定によ

り、個人情報の利用停止を求めるときは、当該法令または条例によることを追加

しています。  

       ７ページをごらんください。  

       同条第４項は、特定個人情報に限り、この条例による開示を行うことを規定し

ています。  

       ８ページをごらんください。  

       第２条関係について、説明をいたします。  

       第２条第４号は、情報提供等記録の意義の規定を追加しています。  

       第８条第３項は、特定個人情報のうち、情報提供等記録は収集の目的の範囲を

超えて利用することができないことを規定しています。  

       第２４条第１項は、訂正請求書の提出があったとき、実施機関の長は必要な調

査を行い、訂正するかどうかの決定をし、訂正請求した者にその旨を書面により

通知することを規定しており、情報提供等記録は第２項として書面により通知す

るものを別に規定しています。  

       同条第２項は、実施機関の長は情報提供等記録の訂正をした場合は、その旨を

書面により通知するものについての規定を追加しています。  

       ９ページをごらんください。  

       第２５条の６は、情報提供等記録の適用除外について、規定しています。  

       なお、この条例の第１条関係は、平成２７年１０月５日から、第２条関係は、

番号利用法附則第１条第５号に掲げる規定の施行の日から施行いたします。  

       よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願いいたします。  

 

日程第２０ 議案第６６号、福崎町手数料条例の一部を改正する条例について  

 

議    長  次、日程第２０、議案第６６号、福崎町手数料条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

住民生活課長  議案第６６号、福崎町手数料条例の一部を改正する条例について、ご説明申し

上げます。  

       今回の改正は、平成２７年１０月５日に行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律、通称番号利用法が施行され、１０月５日か

ら住民票を有する全ての方に通知カードが郵送され、また、平成２８年１月から

申請のあった方への個人番号カードの交付が始まります。  

       通知カード、個人番号カードのカード交付に伴い、初回の交付手数料は国が費

用を負担するため無料となりますが、紛失などにより再交付する際の手数料につ

きましては、国の負担はないため、手数料を負担していただくこととしました。  

       このため、再交付の手数料額を規定するため、福崎町手数料条例の一部を改正

するものです。  

       議案第６６号の説明資料、新旧対照表をごらんください。  

       住民生活課の表中、２１番以降を１つずつ繰り下げ、２１番に通知カードの再

交付１件につき５００円を加えます。  

       また、２０番の住民基本台帳カードにつきましては、個人番号カードの交付に

伴い交付しなくなることから、住民基本台帳カードの交付を個人番号カードの再
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交付に、手数料を５００円から８００円に改正をいたします。  

       通知カードの再交付の規定につきましては、平成２７年１０月５日から施行し、

個人番号カードの再交付の規定につきましては、平成２８年１月１日から施行す

るものです。  

       以上で、説明を終わります。  

       よろしくご審議賜り、ご賛同賜りますよう、お願いをいたします。  

 

日程第２１ 議案第６７号  平成２７年度福崎町一般会計補正予算（第２号）について  

 

議    長  日程第２１、議案第６７号、平成２７年度福崎町一般会計補正予算（第２号）

についてを議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

企画財政課長  議案第６７号について、ご説明を申し上げます。  

       平成２７年度一般会計補正予算（第２号）は、既定の歳入歳出予算の総額に４，

６６０万円を追加し、補正後の予算総額を９６億９，８６０万円とするものです。  

       第１表、歳入歳出予算補正の内容につきましては、事項別明細書に沿って説明

をさせていただきますので、まず、歳出の１５、１６ページをお開き願います。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上、議案第６７号の説明とさせていただきます。  

       よろしくご審議を賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し上げます。  

 

日程第２２ 議案第６８号  平成２７年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１  

             号）について  

日程第２３ 議案第６９号  平成２７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１  

             号）について  

日程第２４ 議案第７０号  平成２７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）に  

             ついて  

 

議    長  日程第２２、議案第６８号、平成２７年度福崎町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）についてから、日程第２４、議案第７０号、平成２７年度福崎

町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてを一括議題といたします。  

       各案に対する詳細なる説明を求めます。  

健康福祉課長  議案第６８号から７０号までについて、ご説明をいたします。  

       議案第６８号、平成２７年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）について、ご説明申し上げます。  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８０万円を追加

し、補正後の予算額をそれぞれ２２億１１０万円とするものです。  

       補正の内容は、マイナンバー制度対応電算システム整備に係る改修費を補正す

るものです。  

       詳細につきましては、事項別明細書により説明をいたします。  

       事項別明細書の歳出、３ページ、４ページをお開き願います。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で、議案第６８号の説明を終わります。  

       続きまして、議案第６９号、平成２７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第１号）について、ご説明申し上げます。  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９３万８，００
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０円を追加し、補正後の予算額をそれぞれ２億３，１２３万８，０００円とする

ものです。  

       補正の内容につきましては、マイナンバー制度対応電算システム整備に係る改

修費で、歳出では総務費の一般管理費と、歳入では繰入金の一般会計繰入金をそ

れぞれ９３万８，０００円増額するものです。  

       以上で、議案第６９号の説明を終わります。  

       続きまして、議案第７０号、平成２７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）について、ご説明申し上げます。  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４１０万円減額

し、補正後の予算額をそれぞれ１４億５，８４０万円とするものです。  

       補正の内容は、マイナンバー制度対応電算システム整備に係る改修費や地域支

援事業の要綱改正で補助対象外となった在宅老人介護手当の減額などを補正する

ものです。  

       詳細につきましては、事項別明細書でご説明いたします。  

       事項別明細書の歳出、５ページ、６ページをお開き願います。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で、説明を終わります。  

       ３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

日程第２５ 議案第７１号  工事請負契約について（香福橋橋梁補修工事）  

 

議    長  次、日程第２５、議案第７１号、工事請負契約について（香福橋橋梁補修工

事）を議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を求めます。  

まちづくり課長 議案第７１号、工事請負契約について、ご説明申し上げます。  

       平成２７年８月１８日に一般競争入札を執行いたしました香福橋橋梁補修工事

の工事請負契約について、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会

の議決を経て締結をするものです。  

       契約の相手方は、姫路市東延末２丁目５０番地、美樹工業株式会社、代表取締

役、岡田尚一郎氏でございます。  

       契約金額は９，２１２万４，０００円です。工期は平成２８年３月２５日完成

の予定です。  

       それでは、工事の概要について、説明させていただきます。  

       議案第７１号資料１ページをごらんください。  

       入札結果をお示ししております。入札は一般競争入札により、参加業者７社で

執行をいたしました。  

       続いて、工事の概要について、説明させていただきます。資料２ページをごら

んください。  

       本工事は橋梁の高齢化が進んでいく中、今後増大が見込まれる橋梁の修繕、か

けかえに対応するため、計画的な補修が可能となるよう策定した福崎町橋梁長寿

命化修繕計画に基づいて、昨年度補修設計を行った香福橋の橋梁補修工事を実施

するものです。  

       左側上段に川の上流側から見た側面図、下段に同じく上流側から見た平面図を

示しております。  

       右側は上段にＰＣ桁部の断面図、中段にはＨ鋼桁部の断面図を、下段は工事の
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概要をお示しをしております。  

       橋長は４径間、１１５メートルでございます。主な内容につきましては、  

       ①歩道改修工はマウンドアップ形式であることが漏水による床版の損傷の要因

であることから、止水性向上のため、フラット型の形式に改修をいたします。  

       ②ＲＣ床板補修工は右岸側第４径間のコンクリート床板に局所的な浮き、剥離、

鉄筋露出が見られることから、部分的な打ちかえを行うものです。  

       ③コンクリート表面含浸工は、コンクリート表面からしみ込んだ雨水等による

コンクリート内の鉄筋を腐食から守るため、コンクリート表面に表面保護剤を塗

布するものでございます。  

       ④ひび割れ注入工は、上部工、下部工のコンクリートにおいて、ひび割れ０．

２から０．３ミリが確認されたため、エポキシ系樹脂を注入するものでございま

す。 

       ⑤断面修復工は、コンクリートの剥離により鉄筋の露出している箇所、また、

コンクリートの浮きが見られる箇所を断面修復材により補修をいたします。  

       ⑥伸縮装置取替え工は、経年劣化により損傷を受けていること、雨水が伸縮装

置から桁端部へ漏水していることから取り替えを行います。  

       ⑦高欄取替え工は、長年の風雨の影響から、コンクリートの剥離、鉄筋の露出

が多く見られ、かぶりが薄いこと、現行の基準より高さが不足していることから、

撤去し、新規のアルミ合金高欄を設置いたします。  

       ⑧舗装工は、全径間にわたり、伸縮装置周辺の舗装にひび割れが発生している

こと、その損傷から雨水が浸入し、橋桁や床板等の全体的な劣化につながってい

ることから、舗装の打ち替え及び防水層の設置を行います。  

       ⑨塗装塗替え工は、第４径間の構桁において、局所的に著しい腐食が見られる

ことから、塗装の塗り替えを行います。  

       その他、図面には示しておりませんが、仮設工として足場工や高欄設置や車線

規制のため、仮設のガードレールの設置・移設・撤去などを行う予定としており

ます。  

       以上、議案第７１号、工事請負契約の締結についての提案説明とさせていただ

きます。  

       よろしくご審議いただき、ご賛同を賜りますよう、お願いいたします。  

 

     日程第２６  発議第３号  福崎町議会議員政治倫理条例の制定について  

     日程第２７  発議第４号  福崎町議会会議規則の一部を改正する規則について  

 

議    長  次、これから委員会提出議案に対する提案内容の説明を求めてまいります。  

       日程第２６、発議第３号、福崎町議会議員政治倫理条例の制定について、及び、

日程第２７、発議第４号、福崎町議会会議規則の一部を改正する規則についてを

一括議題といたします。  

       両案に対する詳細なる説明を議会運営委員長に求めます。  

議会運営委員長 それでは、発議第３号、福崎町議会議員政治倫理条例について、提案理由の

説明をさせていただきます。  

       議会の基本的事項を定めた福崎町議会基本条例において、議員の政治倫理に関

し、町民の信頼に応えるため、高い倫理義務が課せられていることを深く自覚し、

町民の代表として良心と責任を持ち、議員として品格を保持し、見識を養うよう

努めることがうたわれます。  

       議員の政治倫理に関しては、別に定めることとされました。本条例はこれを受
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け、議員の政治倫理に関して定めようとするものです。  

       議会運営委員会では、議員政治倫理条例に関して、平成２６年度から本年度ま

で８回の委員会開催や他市町への視察を行うなど検討をしてまいりました。  

       また、本年５月２６日から６月１５日までの間に、条例の素案を公表し、パブ

リックコメントを実施いたしました。  

       結果として、町民の意見、提案はありませんでした。  

       それでは、条例の主な内容について、ご説明を申し上げます。  

       本条例は、議員が町民の厳粛な信託を受けたものであることを認識し、町民の

疑惑を招くことのないように、必要な処置を講じ、町民に信頼され、公正で民主

的な町政の発展に寄与することを目的としております。  

       議員の責務については、議員は公正、誠実及び清廉を基本として、その使命の

達成に努めなければならないと定めております。  

       町民の責務については、町民は議員に対し、政治倫理基準に反するような働き

かけを行ってはならないことを定めております。  

       議員が遵守すべき政治倫理基準については、  

       第１に、町民全体の奉仕人として、その品位と名誉を損なうような、職務に関

して不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと  

       第２に、町民全体の利益のみを指針として行動し、その地位を利用していかな

る金品も授受しないこと  

       第３に、町が行う許可もしくは認可または請負契約、業務委託契約、物品納入

契約その他の契約に関して、特定の企業または団体のため不正に許可もしくは認

可または契約をするよう働きかけないこと  

       第４に、町の職員の適正な職務の遂行を妨げ、またはその職務を不正に行使す

るよう働きかけをしないこと  

       第５に、町職員の採用、昇任及び異動等に関し、その地位を利用し、不正に影

響力を行使しないこと  

       第６に、政治活動に関して、企業、政党及び政治団体を除く団体からの寄附金

を受けないこと、また、議員の後援団体についても政治的、道義的批判を受ける

おそれのある寄附を受けないこと  

       第７に、国もしくは地方自治体の公務員または関係団体の役員もしくは職員に

対し、その権限またはその地位による影響力を及ぼすことにより、公正な職務の

執行を妨げる等不当な行為をしてはならないことを定めております。  

       そして、議員は政治倫理基準に反すると疑惑を持たれたときは、みずから進ん

で真摯かつ誠実に疑惑を解明するとともに、その責任を明らかにしなければなら

ないと定めております。  

       政治倫理基準に反する疑いがあると認められる議員がある場合の審査につきま

しては、第５条以下で議員または町民からの請求、審査会の設置、会議、審査、

審査結果の報告、審査結果の報告を受けた後の議会の措置、守秘義務について定

めております。  

       なお、この条例の施行日は、平成２７年１０月１日としております。  

       以上が、提案議案の主な内容であり、詳細については配付をさせていただいて

おります議案書のとおりであります。  

       続きまして、発議第４号、福崎町議会会議規則の一部を改正する規則について、

提案の理由を説明をさせていただきます。  

       会議規則は地方自治法第１２０条に規定されており、議会運営の公正と公立性

を確保するために必要なものであり、議会の自律規定であります。  
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       会議規則第２条に欠席の届け出に関する規定があり、議員は事故のため出席で

きないときは、その理由をつけ、当日の開議時刻までに議長に届けなければなら

ないとあります。事故とは、会議に出席できない一切の場合であり、病気なども

これに含まれております。女性議員における出産の場合の欠席も事故に含まれる

とされてきましたが、最近の社会情勢などを勘案して、議論した結果、出産の場

合の欠席の届け出について、新たに規定しようとするものであります。  

       また、会議規則第１３０条に、議場における服装や携帯品の禁止について、定

めております。  

       この中で、つえの携帯は議長の許可が必要でしたが、高齢化社会を迎え、つえ

を持たれる高齢者がふえている状況を考慮し、つえを携帯の禁止事項から削除し

ようとするものであります。  

       なお、この条例は施行日は平成２７年１０月１日といたします。  

       以上が、第４号の提案の理由であります。  

       議員各位におかれましては、議案の趣旨をご理解いただき、ご賛同賜りますよ

うお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。  

 

日程第２８ 請願第２号  「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の創設と身体障  

            害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準緩和を求める意見書」 

            の提出を求める請願  

 

議    長  次、日程第２８、請願第２号、「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成

制度の創設と身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準緩和を求める意

見書」の提出を求める請願についてを議題といたします。  

       本案に対する詳細なる説明を紹介議員に求めます。  

冨田昭市議員  「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の創設と身体障害者福祉法

上の肝疾患に係る障害認定の基準緩和を求める意見書」の提出を求める請願の趣

旨説明を行います。  

       現在、我が国におけるウイルス性肝硬変患者は３５０万人以上と推定されてい

るところ、国はウイルス性肝炎患者、すなわち肝硬変、肝がん患者を含むに対す

るインターフェロン、核酸アナログ製剤を中心とする、一定の抗ウイルス療法に

ついて、国と自治体の予算に基づく医療費助成を実施しております。  

       ウイルス性肝硬変患者に係る特別な措置がとられるに当たっては、平成２１年

制定の肝炎対策基本法の前文にあるとおり、国内最大の感染症であるＢ型肝炎及

びＣ型肝炎に係るウイルスへの感染については、国の責めに帰すべき事由により

もたらされ、また、その原因が解明されていなかったことによりもたらされたも

のがあり、Ｃ型肝炎の薬害肝炎事件につき、国が責任を認め、Ｂ型肝炎の予防接

種禍事件について、最終の司法判断により、責任を確認したことが周知の歴史的

前提であります。  

       しかしながら、国が実施している現行の医療費助成の対象は、上記のとおりイ

ンターフェロン治療、核酸アナログ製剤治療など、一定の抗ウイルス療法に限定

されており、これら治療法に該当しない肝硬変、肝がん患者の入院、手術費用等

は極めて高額にのぼるにもかかわらず、助成の対象外となっています。  

       そのため、より重篤な病態に陥り、就業や生活に支障を来し、精神的、肉体的

に苦しみつつ、経済的、社会的にも逼迫している肝硬変、肝がん患者に対しては、

一層の行政的、社会的支援が求められるところであり、国の平成２６年度予算要

求に係る肝炎対策推進協議会意見書でも、厚生労働大臣に対して、予算として必



－44－ 

要な措置として、肝硬変、肝がん患者を含め、全ての肝炎医療に係る医療費助成

制度を創設することが挙げられています。  

       ところで、Ｂ型肝炎訴訟については、平成２３年の国と原告団との基本合意の

締結、Ｂ型肝炎特別措置法の制定に当たっては、国は予防接種時の注射器打ち回

しにより、Ｂ型肝炎ウイルス感染被害者は４０数万人にも及ぶと繰り返し言明を

してきております。しかしながら、基本合意から２年以上を経た今日においても、

Ｂ型肝炎訴訟の原告として、給付金の支給対象たり得る地位にある者は１万人程

度にすぎず、大多数の被害者は救済の入り口にさえ立っていないのが現状であり

ます。  

       被害者数と原告数とのこうしたそご、すなわち食い違いが生まれる最大の要因

は、長年にわたって国が注射器打ち回しの予防接種禍、災い、不始末の実態を放

置しまして、平成元年のＢ型肝炎訴訟の最初の提起後も、予防接種禍の実態調査

等を怠ったことで、時間経過により母親が死亡するなど、予防接種禍を立証する

医学的手段を失った被害者が膨大に存在することであります。  

       他方で、Ｃ型肝炎についても、時間の経過に伴うカルテ廃棄等の理由により、

薬害であることの被害立証が困難となった多数の被害者が存在することは容易に

推定できます。  

       また、一定時期までは感染を回避することが簡単ではなかったとはいえ、輸血

によってＢ型、Ｃ型肝炎ウイルス感染したもの、あるいは因果関係の立証がＢ型

肝炎に比べて医学的に困難であるが、客観的には予防接種その他の注射時に注射

器の打ち回しによりＣ型肝炎ウイルスに感染したものなど、我が国には医療行為

に関連してウイルス性肝炎に感染した多数の肝炎患者が存在し、国民病としての

ウイルス性肝炎、また、全体として医原病としての性格を濃厚に帯びています。  

       そのため、近年では全てのウイルス性肝炎患者に対し、より厚い行政的対応を

求める国民の声が広がっている。  

       このように肝炎対策基本法制定後の事態の推移は、我が国のウイルス性肝炎が

国民病かつ医原病として本質をもたらすことをますます明らかにし、とりわけ、

国の責任を明確化され、国が多数存在することを認めているＢ型肝炎の予防接種

禍被害者ですら、その多くが立証手段を失って、費用救済の対象とならない厚労

行政の矛盾が一層鮮明となっています。  

       ここに至っては、肝炎対策基本法前文の基本精神に立ち返りつつ、法制定時よ

り一層明らかになった国民病、医原病としてウイルス性肝炎の特異性に思いをい

たし、厚労行政を担う国の責任において、一般疾病対策の水準にとどまらない患

者支援を進めるべきであります。  

       とりわけ、高額の医療患者負担と就労不能等の生活困難に直面しているウイル

ス性肝硬変、肝がん患者については、毎日１２０名以上の方が亡くなっている深

刻な事態に鑑み、現在は助成対象とはなっていない医療費にも広く助成を及ぼす

よう、早急に制度の拡充、充実を図るべきであります。  

       以上により、地方自治法第９０条の規定により、衆参両院議員並びに政府内閣

総理大臣、厚生労働大臣に対して、意見書を提出いただきますよう請願をします。  

       議員諸兄におかれまして、請願の趣旨をご理解いただき、賛同いただきますこ

とをお願い申し上げまして、説明といたします。  

       以上です。  

議    長  以上で、本定例会１日目の日程は終わりました。  

       ９月７日は議案調査のため休会といたします。  

       次の定例会２日目は９月８日、午前９時３０分から再開をいたします。  
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       それでは、本日はこれをもって散会といたします。お疲れさまでした。  

 

散会 午後 ２時１０分 

 


